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氷
雪
壁
登
攀
、
カ
メ
ッ
ト
ペ
ア
の
ア
ル

パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
高
峰
登
山
。

そ
し
て
高
度
は
低
い
も
の
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
学

生
部
、
同
志
社
大
学
ら
の
学
生
だ
け
に

よ
る
６
０
０
０
�
峰
初
登
頂
な
ど
。
こ

れ
ら
の
登
山
は
明
ら
か
に
１
９
９
０
年

代
ま
で
の
ヘ
ビ
ー
ウ
エ
イ
ト
登
山
と
は

異
な
る
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
登
山
へ
の
移

行
で
あ
る
。

　

私
は
２
０
０
９
年
の
も
う
ひ
と
つ
の

象
徴
的
な
事
柄
と
し
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で

１
９
６
８
年
か
ら　

年
間
続
い
て
い
た

４１

「
標
高
６
０
０
０
�
以
上
の
高
峰
」
で

の
「
連
続
死
亡
遭
難
事
故
」
の
ス
ト
ッ

プ
を
あ
げ
た
い
（
個
人
情
報
保
護
法
の

施
行
に
よ
り
、
隠
さ
れ
て
い
る
死
亡
事

故
を
除
く
）。
こ
れ
は
、
最
近
の
「
高
所

遠
足
」
の
増
加
に
よ
っ
て
死
亡
事
故
が

零
と
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
前
述
の
よ

う
な
困
難
な
登
山
が
実
践
さ
れ
て
い
な

が
ら
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
登
攀

の
裏
面
と
し
て
あ
る
死
亡
遭
難
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
登
山
界

の
隠
さ
れ
た
悲
願
で
も
あ
っ
た
。

ヘ
ビ
ー
ウ
エ
イ
ト
か
ら
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ

ト
登
山
へ
の
変
遷

　

私
は
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
時
代

を
大
き
く
４
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

一
・
初
登
頂
時
代
「
未
知
」

二
・
初
登
攀
時
代
「
困
難
」
ア
ル
ピ
ニ

　
　

ズ
ム

三
・
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ「
シ
ン
プ
ル
」

四
・
二
極
分
化「
多
数
派
・
高
所
遠
足
」

と「
超
少
数
・
尖
鋭
」で
あ
る（
会
報『
山
』

２
０
０
０
年　

月
（
６
６
７
）
号
参
照
）。

１２

　

今
日
の
現
象
は
、
三
と
四
の
な
か
の

「
シ
ン
プ
ル
登
山
の
実
践
＝
超
少
数
・

尖
鋭
」
の
具
現
化
で
あ
る
と
思
う
。
一

か
ら
二
を
経
て
三
に
至
る
ま
で
に
さ
ま
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オ
が
カ
ラ
コ
ル
ム
の
ス
パ
ン
テ
ィ
ー
ク

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ピ
ラ
ー
第
３
登
に
成
功

し
、
韓
国
の
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ア

に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　

世
紀
に
入
り
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

２１
登
山
界
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
た
。
竹
内

洋
岳
が
８
０
０
０
�
峰　

座
登
頂
を
シ

１４

ン
プ
ル
登
山
に
よ
っ
て
完
成
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。
馬
目
弘
仁
、
横
山
勝
丘
、

花
谷
泰
広
、
カ
ラ
ン
カ
ト
リ
オ
ら
に
代

表
さ
れ
る
若
手
に
よ
る
困
難
な
岩
壁
・

ピ
オ
レ
ド
ー
ル
受
賞

　

２
０
０
９
年
は
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

界
に
と
っ
て
画
期
的
な
年
と
な
っ
た
。

前
年
、
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
２
つ
の
初

登
攀
（
カ
メ
ッ
ト
南
東
壁
初
登
攀
＝
平

出
和
也
・
谷
口
け
い
ペ
ア
、
カ
ラ
ン
カ

北
壁
初
登
攀
＝
一
村
文
隆
・
天
野
和
明
・

佐
藤
裕
介
）
に
対
し
て
ダ
グ
・
ス
コ
ッ

ト
審
査
委
員
長
に
よ
る
ピ
オ
レ
ド
ー
ル

（
黄
金
の
ア
イ
ス
ア
ッ
ク
ス
）
賞
が
授

与
さ
れ
た
。
さ
ら
に
カ
ラ
ン
カ
隊
ト
リ

最
近
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
若
い
登
山
家
た
ち
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
登
山

活
動
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
２
０
１
０
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
登
山
に
造
詣
の
深
い
山
森
欣
一
さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
今
後
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
展
望
し
て
も
ら
っ
た
。

日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
、新
し
い
潮
流

山
森
欣
一
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ざ
ま
な
経
過
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
端
的

に
ま
と
め
れ
ば
ヘ
ビ
ー
ウ
エ
イ
ト
登
山

か
ら
ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
登
山
へ
の
移
行

の
苦
し
み
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、
マ
ナ
ス

ル
初
登
頂
以
後
定
着
し
た
「
シ
ェ
ル
パ

雇
用
・
固
定
ロ
ー
プ
使
用
・
酸
素
補
給

＝
長
期
間
登
山
」
方
法
に
よ
っ
て
一
、

二
を
実
践
し
、
ヘ
ビ
ー
ウ
エ
イ
ト
登
山

か
ら
抜
け
出
ら
れ
ず
に
い
た
（
詳
細
は

『
山
岳
』
第
百
四
号
参
照
）。

　

そ
れ
は
ま
た
、
未
知
と
困
難
に
挑
戦

す
る
「
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
」
の
解
釈
の
相

違
か
も
知
れ
な
い
。

　

そ
れ
を
変
え
た
の
は
、
経
済
的
成
長

に
支
え
ら
れ
た
意
識
の
変
革
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ト
ウ
エ
イ
ト
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
登

山
へ
の
渇
望
に
応
え
た
の
が
原
真
の

「
登
山
の
ル
ネ
サ
ン
ス
＝
ア
ル
パ
イ
ン

ス
タ
イ
ル
」
で
あ
り
、
小
西
政
継
の
８

５
０
０
�
峰
以
上
に
お
け
る
「
無
酸
素

登
山
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
代
表
的
な
成
果
は
前
者
で
は
禿

博
信
に
よ
る
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅰ
峰
単
独
、

山
田
昇
・
斎
藤
安
平
ペ
ア
に
よ
る
冬
季

マ
ナ
ス
ル
で
あ
り
、
共
に
ア
ル
パ
イ
ン

ス
タ
イ
ル
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後

者
で
は
ヘ
ビ
ー
ウ
エ
イ
ト
な
が
ら
も
山

学
同
志
会
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
北

壁
、
マ
カ
ル
ー
、
エ
ベ
レ
ス
ト
無
酸
素
、

長
尾
妙
子
の
マ
カ
ル
ー
無
酸
素
、
長
尾

妙
子
・
遠
藤
由
加
女
性
ぺ
ア
の
ア
ル
パ

イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
チ
ョ
ー
・
オ
ユ

ー
な
ど
は
登
山
界
に
衝
撃
を
与
え
た
し
、

冬
季
登
攀
に
執
念
を
燃
や
す
群
馬
岳
連

に
よ
っ
て
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
初
登
攀

も
成
さ
れ
た
。

　

一
方
で
は
、
７
０
０
０
�
峰
の
ウ
ル

タ
ル
Ⅱ
峰
を
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で

初
登
頂
し
た
、山
崎
彰
人
・
松
岡
清
司
ペ

ア
の
帰
路
の
遭
難
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス

タ
イ
ル
の
悪
天
候
で
の
欠
陥
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
岩
崎
洋
ら
３
人
の

ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
ナ
ム
ナ

ニ
縦
走
は
、
ル
ー
ト
選
択
に
よ
る
登
攀

の
可
能
性
の
新
し
い
局
面
を
示
唆
し
た

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
登
山
界
に
ア
ル

パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
が
少
し
ず
つ
取
り
入

日
山
協
の
チ
ョ
ゴ
リ
北
稜
無
酸
素
、
イ

エ
テ
ィ
同
人
の
エ
ベ
レ
ス
ト
無
酸
素
な

ど
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
よ
り
困
難
な
冬

季
８
０
０
０
�
峰
へ
の
挑
戦
で
は
、
イ

エ
テ
ィ
同
人
・
加
藤
保
男
、
カ
モ
シ
カ

同
人
・
山
田
昇
ら
に
よ
る
エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
、
群
馬
岳
連
に
よ
る
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
Ⅰ
峰
南
壁
初
登
攀
が
成
さ
れ
た
。

新
し
い
ク
ラ
イ
マ
ー
出
現
の
背
景

　

１
９
８
０
年
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、

山
学
同
志
会
、
イ
エ
テ
ィ
同
人
、
カ
モ

シ
カ
同
人
、
群
馬
岳
連
、
高
山
研
究
所
、

Ｈ
Ａ
Ｊ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
な
ど
の
群
雄
が
割
拠

し
、
人
材
は
ま
さ
に
百
花
繚
乱
の
状
況

で
あ
り
、
そ
の
集
団
の
エ
ー
ス
た
ち
に

よ
っ
て
シ
ン
プ
ル
登
山
を
交
え
た
さ
ま

ざ
ま
な
記
録
が
達
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
の
時
代
は
ま
さ
に
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の

主
流
を
走
る
英
雄
た
ち
の
あ
ま
り
に
も

激
し
い
消
耗
戦
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。

あ
る
者
は
山
に
逝
き
、
あ
る
者
は
山
か

ら
去
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の　

年
間
の

１０

７
０
０
０
�
峰
以
上
の
死
亡
率
は　

�
２.８

で
、
ど
の
時
代
よ
り
も
高
率
で
あ
る
。

　

１
９
９
０
年
代
に
入
る
と
、
山
野
井

泰
史
に
よ
る
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
単
独
初

登
攀
と
Ｋ
２
単
独
無
酸
素
、
戸
高
雅
史

ら
３
人
の
ブ
ロ
ー
ド
・
ピ
ー
ク
三
山
縦

走
と
戸
高
に
よ
る
Ｋ
２
単
独
無
酸
素
、

れ
ら
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
１
９
８
５
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
に

よ
る
円
高
は
、
日
本
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山
を
後
押
し
し
、
一
年
に
何
度
も
登
山

す
る
者
も
現
わ
れ
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ

イ
ル
を
試
み
る
下
地
と
も
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
若
手
登
山
家
が
活
躍
を

始
め
る
遠
因
と
し
て
、
幾
つ
も
考
え
ら

れ
る
が
、
私
は
あ
え
て
そ
の
な
か
の
４

つ
を
あ
げ
た
い
。

一
・
１
９
７
６
年
ソ
連
で
開
催
さ
れ
た

国
際
岩
登
り
競
技
会
参
加
を
き
っ
か
け

に
、
登
攀
ス
タ
イ
ル
の
違
い
に
目
覚
め
、

以
後
フ
リ
ー
化
〜
国
際
交
流
〜
海
外
雑

誌
の
刺
激
な
ど
、
次
々
と
意
識
改
革
が

進
ん
だ
。

二
・
１
９
８
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年

代
に
か
け
て
、
明
治
大
学
、
信
州
大
学
、

東
京
農
業
大
学
な
ど
が
、
多
く
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
で
若
手

が
育
成
さ
れ
た
こ
と
。

三
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
が
１
９
９
０
年
か
ら
開
始

し
た
「
海
外
登
山
基
金
」
も
大
き
な
意

味
を
持
つ
。
若
手
の
登
攀
者
に
と
っ
て

金
銭
的
な
問
題
は
重
要
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
点
を
横
山

勝
丘
は
率
直
に
述
べ
、「
身
の
丈
に
合
っ

た
登
山
」
を
勧
め
て
い
る
（
詳
細
は

『
山
岳
』
第
百
二
号
参
照
）。

　

遅
れ
て
日
山
協
も
２
０
０
８
年
か
ら

スパンティーク、ゴールデンピラーの核心部を登る「カランカ隊」トリオ
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「
海
外
登
山
奨
励
金
」
と
し
て
登
山
隊

に
対
す
る
支
援
を
開
始
し
た
が
、
こ
ち

ら
は
支
援
対
象
を
若
手
に
絞
り
、
目
標

が
よ
り
尖
鋭
的
な
隊
に
支
援
し
始
め
た
。

四
・
２
０
０
７
年
２
月
の
「
日
山
協
・

海
登
研
」
懇
親
会
は
、
異
様
な
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。
い
つ
も
の
年
な
ら
老
登
山

家
談
笑
の
場
で
あ
る
そ
こ
に
、
７
〜
８

名
の
若
者
た
ち
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ハ
ウ
ス
（
ア
メ
リ
カ
）

を
囲
ん
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
面
持
ち

で
通
訳
な
し
で
懇
談
し
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
日
山
協
海
外
登
山
委

員
会
が
、
１
９
９
７
年
か
ら
毎
年
連
続

し
て
一
流
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ニ
ス
ト
で
あ
る

ク
ル
テ
ィ
カ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）、
ト
ロ
ワ

イ
エ
（
ス
イ
ス
）、
シ
ュ
ト
レ
ム
フ
ェ
リ

（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）、デ
ィ
ー
ム
ベ
ル
ガ
ー

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、
ス
コ
ッ
ト
（
イ
ギ

リ
ス
）、オ
ジ
ン
ツ
ォ
フ
と
シ
ャ
バ
リ
ン

（
ロ
シ
ア
）、プ
レ
ゼ
リ（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
）

ら
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
い

た
地
道
な
努
力
の
成
果
で
あ
る
と
、
評

価
し
た
い
。

今
後
の
可
能
性

　

山
野
井
泰
史
ら
少
数
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
保
た
れ
て
い
た
ア

ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は「
超
少
数
」

で
あ
っ
た
が
、
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
受
賞

者
ら
同
世
代
の
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の
出

現
に
よ
っ
て
「
尖
鋭
派�

」
が
築
か
れ
、

彼
ら
が
奔
流
と
な
っ
て
主
流
派
登
山
の

時
代
を
築
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
６
０
０
０
�
ラ
イ
ン
で
実
践
し

た
登
攀
は
、
岩
壁
、
ミ
ッ
ク
ス
壁
な
ど

傾
斜
の
強
い
こ
と
が
前
提
に
あ
っ
た
。

そ
れ
は
７
０
０
０
�
、
７
５
０
０
�
、

８
０
０
０
�
ラ
イ
ン
と
進
む
。
そ
し
て

縦
走
、
冬
季
も
ま
た
視
野
に
入
っ
て
く

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
裾

野
を
長
く
広
く
し
な
け
れ
ば
継
続
は
困

難
だ
ろ
う
。
実
践
者
の
遭
難
と
い
う
現

実
を
見
す
え
れ
ば
、
裾
野
が
短
く
狭
け

れ
ば
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
寿

命
が
尽
き
る
の
も
早
い
。

　

た
と
え
ば
最
近
話
題
の
馬
目
弘
仁
ら

に
よ
る
明
神
岳
を
舞
台
に
し
た
「
ウ
イ

ン
タ
ー
ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
は
、
時
機
を
得
た
も
の
で
あ
り
、

登
攀
を
実
践
し
て
い
る
関
係
者
の
炯
眼

と
実
行
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
裾
野

拡
大
の
絶
好
の
場
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
安
全
登
山
」
と
「
エ
コ
ロ
ジ

ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
涸
沢
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
は
、
若
者
の
「
麓
派
」
を

増
や
す
効
果
は
あ
っ
て
も
、
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
芽
を
育
む
直
接
の

き
っ
か
け
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

現
在
の
若
手
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
担
い
手
た
ち
が
、
妻
帯
し
子
ど

も
の
い
る
家
庭
を
も
っ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
こ
と
を
知
り
、
頼
も
し
く
感
じ

る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
は
、
ぜ
ひ

「
登
山
の
楽
し
さ
」
を
地
域
社
会
、
せ

め
て
自
分
の
出
身
地
で
Ｐ
Ｒ
す
る
担
い

手
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

日
本
社
会
の
な
か
で
登
山
界
の
評
価
は

低
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
主
に
「
登
山

は
遊
び
」
と
い
う
こ
と
を 
実 
し
や
か
に

ま
こ
と

流
布
す
る
人
々
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

自
分
の
「
そ
の
日
暮
ら
し
の
楽
し
み
」

に
甘
ん
じ
て
き
た
、
有
名
・
無
名
も
含

め
た
登
山
界
の
甘
さ
の
結
果
で
あ
っ
た
。

　

今
は
そ
れ
を
反
省
し
登
山
界
を
あ
げ

て
「
登
山
の
楽
し
み
と
素
晴
ら
し
さ
」

を
地
元
（
社
会
）
へ
啓
蒙
す
る
こ
と
を

積
極
的
に
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
他
人

に
は
任
せ
な
い
。
テ
イ
ク
イ
ン
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
の
な
か
で
、
持
ち
込
ん
だ
物

を
回
収
す
る
期
間
を
計
画
の
な
か
に
予

め
入
れ
る
の
と
同
様
に
、
登
攀
の
な
か

に
地
元
（
社
会
）
へ
の
啓
蒙
行
為
を
組

み
込
ん
で
お
く
こ
と
で
あ
る
。

「
山
は
高
き
が
故
に
貴
い
」
と
口
走
る

と
、
す
ぐ
に
も
ア
チ
コ
チ
か
ら
石
礫
が

飛
ん
で
く
る
。
そ
れ
で
も
言
い
た
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
。

若
手
の
登
攀
者
は
金
銭
的
な
制
約
が
先

に
立
つ
の
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い
。

身
の
丈
登
山
の
可
能
な
ア
ラ
ス
カ
の
５

０
０
０
�
〜
６
０
０
０
�
ラ
イ
ン
で
登

攀
倫
理
に
忠
実
な
登
山
を
実
践
し
、
そ

こ
で
得
た
経
験
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
し
か

な
い
７
０
０
０
�
〜
７
５
０
０
�
〜
８

０
０
０
�
と
少
し
ず
つ
上
げ
て
実
践
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

挑
戦
対
象
の
山
岳
も
ラ
イ
ン
も
そ
の

困
難
も
、
実
践
者
で
あ
る
若
者
た
ち
は

知
っ
て
い
る
。
コ
ン
ペ
感
覚
で
は
な
く
、

「
道
（
タ
オ
）」
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

山
田
昇
や
山
野
井
泰
史
の
よ
う
に
「
人

当
た
り
が
よ
く
、
誰
と
で
も
仲
よ
く
、

友
人
が
多
い
」
こ
と
も
、
ま
た
必
要
な

こ
と
で
あ
る
。

昨年、ＪＡＣ学生部として挑んだ未踏のパンポチェ
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ま
た
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
は
別
に
、

新
し
い
事
業
計
画
と
し
て
「
山
の
日
」

の
制
定
を
あ
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、
事
業
計
画

を
よ
り
明
確
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
下
前
会
長

が
、『
山
』
を
通
じ
て
、
皆
さ
ま
方
に
強

く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

充
分
ご
認
識
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
述
べ
ま
し
た
課
題
は
、
お
互

い
が
関
連
し
合
っ
て
い
ま
す
の
で
問
題

を
よ
り
複
雑
化
さ
せ
、
解
決
を
よ
り
困

難
に
し
て
い
る
の
で
す
。
従
い
ま
し
て
、

な
か
な
か
一
朝
一
夕
に
解
決
は
図
れ
ま

せ
ん
。
き
ち
ん
と
仕
分
け
を
し
て
一
つ

一
つ
着
実
に
解
決
に
向
け
て
の
手
段
を

構
ず
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
、

次
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
Ｐ
Ｔ
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
１
・

Ｊ
Ａ
Ｃ
�

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　
Ｐ
Ｔ
、
２
・
支

部
活
性
化
Ｐ
Ｔ
、
３
・
法
人
改
革
対
応

検
討
Ｐ
Ｔ
、４
・
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　
Ｐ
Ｔ
は
、
若

い
会
員
の
育
成
と
若
い
人
の
入
会
促
進

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
具
体
的
な

事
業
と
し
て
は
、
非
会
員
を
対
象
と
し

た
各
種
の
講
習
会
や
催
し
。
若
い
会
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
修

会
。
各
支
部
の
若
い
会
員
と
の
提
携
。

さ
ら
に
は
、
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ

ー
の
交
流
の
場
の
提
供
な
ど
、
会
員
、

非
会
員
を
問
わ
ず
若
い
人
た
ち
を
日
本

山
岳
会
に
目
を
向
け
さ
せ
る
試
み
で
す
。

そ
の
延
長
線
上
に
、
高
レ
ベ
ル
の
海
外

登
山
の
実
践
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、
若
い
人
た
ち

か
ら
信
頼
を
集
め
て
い
る
古
野
淳
会
員

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、

理
事
の
若
い
人
た
ち
全
員
に
加
わ
っ
て

も
ら
う
一
方
、
支
部
か
ら
も
、
ま
た
プ

ロ
の
登
山
家
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
成
功
裡
に
遂
行
さ
せ
る
た
め
の

責
任
者
と
し
て
総
括
担
当
者
を
お
く
こ

と
に
決
め
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
�

Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｈ　
Ｐ
Ｔ
の
総
括
担
当
者
に
は
、私
自

身
が
そ
の
任
に
当
た
り
ま
す
。

　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ
は
大
き
く
分
け
て

三
つ
の
目
的
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ

目
は
全
国
の
支
部
化
で
す
。
今
年
の
２

月
に
は
、
東
京
・
多
摩
支
部
が
誕
生
し

ま
す
。
ま
た
春
に
は
、
埼
玉
支
部
の
設

立
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地

の
支
部
化
を
促
進
さ
せ
る
の
と
同
時
に
、

首
都
圏
の
支
部
化
が
急
務
で
す
。
各
支

部
の
動
き
を
見
ま
す
と
、
支
部
員
の
皆

さ
ま
が
、
活
き
活
き
と
支
部
活
動
に
参

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い
年

が
、
皆
さ
ま
に
よ
り
良
き
年
で
あ
り
ま

す
こ
と
を
衷
心
よ
り
祈
念
し
、
あ
わ
せ

ま
し
て
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
私
の
日
ご
ろ
の
思

い
を
少
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
昨
年
５
月
の
総
会
で
、
宮
下
前

会
長
の
後
を
継
ぎ
新
し
い
会
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
折
、

所
信
の
一
端
を
会
報
の
『
山
』
に
記
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
積
す
る
山
岳
会
の
課
題

　

そ
の
内
容
を
要
約
し
ま
す
と
、
現
在

の
日
本
山
岳
会
に
は
、
早
急
に
解
決
を

迫
ら
れ
て
い
る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
大
き
く
は
、
２
点
に
絞
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
若
年
層
会

員
の
減
少
で
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
ま

す
と
、
会
勢
は
衰
え
、
い
つ
か
は
、
会

の
消
滅
に
向
か
い
か
ね
な
い
存
亡
の
危

機
に
あ
る
と
の
認
識
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
歴
代
会
長
が
就
任
の
所
信

の
な
か
で
必
ず
触
れ
ら
れ
て
い
ま
し
て
、

古
く
て
新
し
い
課
題
な
の
で
す
。
し
か

し
、
一
向
に
そ
の
解
決
に
向
け
て
手
が

打
た
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
事
の
難
し
さ
を
表
わ

し
て
い
る
と
も
申
せ
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
山
岳
会
は
、
も
う
一
つ
厄
介
な

問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
一

昨
年
の　

月
、
新
し
い
公
益
法
人
法
が

１２

施
行
さ
れ
、
社
団
法
人
で
あ
る
日
本
山

岳
会
も
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ

ら
ず
こ
の
新
法
に
則
し
た
公
益
法
人
に

移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
大
き
な
問
題
か
ら
派
生

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
問
題
点
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
を
ラ
ン
ダ
ム
に
記
し
ま
す
と
、
会
員

数
の
減
少
傾
向
の
拡
大
、
財
務
状
況
の

悪
化
、
会
員
身
分
の
不
透
明
性
、
ル
ー

ム
の
存
在
の
根
本
見
直
し
、
ル
ー
ム
の

事
務
管
理
体
制
の
強
化
、
ル
ー
ム
の
利

用
状
況
の
限
界
、
各
委
員
会
や
同
好
会

の
再
検
討
、
定
款
や
諸
規
定
の
見
直
し

な
ど
な
ど
、
重
要
課
題
の
列
挙
に
い
と

ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

日
本
山
岳
会
の
再
生
と
復
権
を
め
ざ
し
て

会
長　

尾
上　
昇
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画
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

首
都
圏
の
会
員
の
皆
さ
ま
は
、
誠
に
残

念
な
こ
と
で
す
が
一
部
の
方
を
除
い
て

ほ
と
ん
ど
が
、
日
常
の
活
動
に
参
加
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。『
山
』
と
『
山
岳
』
を

受
け
取
る
の
み
と
い
う
の
は
、
ど
う
考

え
て
も
淋
し
い
限
り
で
す
。
首
都
圏
の

会
員
の
方
々
へ
の
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽

し
む
場
や
活
動
の
機
会
の
提
供
は
、
絶

対
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、

首
都
圏
の
支
部
化
に
積
極
的
な
ご
発
言

の
出
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
新
公
益
法
人
制
度
移
行

へ
の
支
部
の
対
応
で
す
。
新
し
い
公
益

法
人
法
へ
の
体
制
を
来
年
に
は
、
構
築

し
た
い
と
目
論
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に

は
ど
う
し
て
も
公
益
事
業
活
動
が
つ
い

て
回
り
ま
す
。
積
極
的
な
公
益
活
動
の

展
開
が
支
部
に
は
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
支
部
の
活
動
の
活
性
化

を
ベ
ー
ス
に
、
会
員
の
増
強
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
若

い
人
を
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま
ず

は
、
支
部
員
を
増
や
し
て
下
さ
い
。
支

部
の
仲
間
を
た
く
さ
ん
集
め
て
下
さ
い
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
に

は
、
長
年
、
山
岳
会
で
活
躍
さ
れ
て
き

た
石
橋
正
美
会
員
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

総
括
担
当
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
世
界

の
登
山
界
に
精
通
さ
れ
て
い
て
、
全
国

の
支
部
に
最
も
顔
の
売
れ
て
い
る
神
崎

忠
男
副
会
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

法
人
改
革
対
応
検
討
Ｐ
Ｔ
で
す
が
、

こ
れ
は
一
昨
年
施
行
さ
れ
た
新
し
い
公

益
法
人
法
へ
の
私
た
ち
の
会
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
実
現
さ
せ
る
の
が
目
的
で

す
。
現
在
二
つ
あ
る
選
択
肢
の
公
益
社

団
法
人
と
一
般
社
団
法
人
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
を
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
、
総
会
の
審
議

事
項
と
し
て
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
く
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
新
法
の
運
用
基
準

が
こ
こ
に
き
て
施
行
当
初
よ
り
若
干
緩

和
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
愁
眉
を
聞
く

思
い
で
す
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
最
も
こ
の

問
題
に
通
暁
し
て
い
る
吉
永
英
明
会
員

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
実
情
に
明
る
い

会
員
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
一
方
で
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
専
門
家
に
も

加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
総
括
担

当
に
は
、
実
業
界
で
実
務
経
験
豊
富
な

藤
本
慶
光
副
会
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
で
す
。
自
然
の
源

は
、
山
に
あ
り
ま
す
。
雲
が
湧
き
雨
が

降
り
、
ま
ず
初
め
に
山
に
注
ぎ
ま
す
。

そ
れ
が
谷
川
と
な
り
、
大
河
と
な
っ
て

海
に
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
自
然
の
サ
イ
ク

ル
が
、
生
物
の
多
様
性
を
育
み
、
豊
か

な
生
物
の
繁
栄
を
導
き
ま
す
。
今
日
、

こ
の
サ
イ
ク
ル
に
異
変
が
起
き
、
生
態

系
の
正
常
な
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
山
の
大
切
さ
を
知
り
、

山
の
自
然
を
守
り
、
山
を
考
え
る
場
と

し
て
「
山
の
日
」
を
制
定
し
よ
う
と
い

う
事
業
計
画
で
す
。

　

日
本
山
岳
会
が
単
独
で
動
く
の
で
は

な
く
、
ほ
か
の
友
好
山
岳
団
体
や
多
く

の
自
然
に
関
わ
る
組
織
に
も
呼
び
か
け
、

さ
ら
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
込
ん
で

全
国
展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
出
身
の
成
川
隆
顕
常
務
理
事
で
す
。

総
括
担
当
に
は
、
法
人
検
討
Ｐ
Ｔ
と
同

じ
く
藤
本
副
会
長
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
の
場
を

　

現
在
こ
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

有
能
な
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
で
順
調
な
立
ち
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
こ
の
四

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
理
事
会
構

成
の
全
理
事
が
い
ず
れ
か
の
チ
ー
ム
に

加
わ
っ
て
も
ら
い
、
理
事
会
と
の
乖
離

を
防
ぐ
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

組
織
の
な
か
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
す
。
そ
の
目

的
が
果
た
さ
れ
た
時
に
解
散
し
ま
す
。

一
方
、
ル
ー
チ
ン
部
門
は
、
委
員
会
に

当
た
り
ま
す
。
図
表
に
例
え
れ
ば
、
横

軸
に
委
員
会
、
縦
軸
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ど
ち
ら

が
上
と
か
下
と
い
う
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
互
い
が
、
補
完
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
機

能
や
成
果
の
増
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
半
年
間
、
で
き
る
限
り

各
地
の
支
部
の
皆
さ
ま
と
の
語
ら
い
の

場
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
常
務
理

事
会
で
も
忌
憚
な
く
意
見
交
換
を
重
ね
、

理
事
会
で
も
特
に
宮
下
前
会
長
の
ご
配

慮
で
理
事
会
へ
送
り
込
ん
で
い
た
だ
い

た
若
い
理
事
諸
君
と
も
熱
い
会
話
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
対
話
の
な
か
か

ら
、
日
本
山
岳
会
を
何
と
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
共
通
の
強
い
思
い
と

認
識
を
感
じ
、
何
と
な
く
明
る
い
兆
し

を
見
い
出
し
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

冒
頭
に
「
日
本
山
岳
会
の
再
生
と
復

権
を
め
ざ
し
て
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
再
生
と
は
、
か
つ
て
の
よ
う

に
若
い
会
員
で
溢
れ
、
活
気
に
満
ち
て

い
た
日
本
山
岳
会
の
姿
を
甦
ら
せ
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
復
権
と
は
、
か
つ
て

日
本
山
岳
会
が
日
本
の
登
山
界
を
引
っ

張
っ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
り
戻
す
こ
と
な
の
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
、ど
う
か
こ
の「
再

生
と
復
権
」
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
山

岳
』
第
百
三
年
に
お
い
て
、
松
田
雄
一

氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
が
、
こ
の

た
び
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞
し

た
の
で
、
個
人
的
に
感
じ
た
こ
と
を
簡

単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

著
者
の
馬
場
勝
嘉
氏
は
１
９
５
０
年

代
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
記
録
を
ま
と

め
る
こ
と
に
努
め
、『
山
岳
』
に
断
続
的

に
６
回
発
表
し
て
い
る
。
最
初
の
う
ち

は
、
田
中
栄
蔵
氏
と
の
共
編
で
あ
っ
た

が
、
１
９
８
０
年
代
か
ら
は
ひ
と
り
で

行
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
国

際
的
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
記
録
で
あ
っ
て
、

資
料
を
収
集
す
る
の
に
、
日
本
人
と
し

て
は
不
利
な
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
。
国
際
的
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、

日
本
人
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
記
録

で
あ
っ
た
。
日
本
語
が
国
際
的
に
広
く

通
用
す
る
言
語
で
は
な
い
か
ら
、
日
本

語
で
発
表
さ
れ
た
記
録
は
読
ま
れ
な
い

場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
な
お
、
著
者
は
金
沢
と
い

う
、
資
料
収
集
に
不
利
な
場
所
に
住
み

な
が
ら
も
、
日
本
人
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

記
録
の
集
成
を
熱
心
に
行
な
っ
て
き
た
。

　

私
も
か
つ
て
、『
山
岳
』
編
集
者
と
し

て
、
日
本
人
の
海
外
登
山
記
録
を
、
失

わ
れ
な
い
う
ち
に
１
年
ご
と
に
ま
と
め

よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は

『
山
岳
』
第
七
十
八
年
、
第
七
十
九
年

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
記
録
収

集
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
か
、
そ
の
後
の
編
集
者
に
よ

っ
て
は
、
こ
の
仕
事
は
受
け
継
が
れ
ず

に
終
わ
っ
た
。

　

著
者
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
す
で
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
記
録
を
ま
と
め
た
こ
と

が
あ
る
。
今
度
は
日
本
人
で
な
け
れ
ば

不
可
能
に
近
い
、
日
本
人
に
よ
る
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
記
録
集
成
を
ひ
と
り
で
コ
ツ

コ
ツ
と
努
力
し
て
い
た
。

　

そ
の
こ
と
を
日
本
山
岳
会
百
年
史
委

員
会
が
知
り
、『
百
年
史
』
の
な
か
に
入

れ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
、

著
者
の
や
り
方
に
問
題
が
あ
っ
た
。
古

い
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
込
ん
で
い
た
の
で
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
に
入
れ
る
フ
ロ
ッ
ピ
ー
に
転
換

も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
記
録
集
成

も
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
著
者
が
古
い
ワ
ー
プ
ロ
で
印
字
し

た
文
書
を
新
し
く
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
る

作
業
を
、
著
者
の
ま
と
め
の
作
業
と
同

時
に
進
め
て
い
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
難
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
記
録
の
膨
大
さ
で
あ
る
。
百
年
史
委

員
会
の
予
算
か
ら
い
っ
て
、
と
て
も
掲

載
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
、
委
員
会

と
し
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
い

つ
で
も
印
字
で
き
る
態
勢
を
整
え
る
だ

け
で
精
一
杯
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
著
者
は
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、

独
力
で
私
家
版
と
し
て
出
版
す
る
こ
と

に
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が
本
書
で
あ

る
。
著
者
の
苦
労
と
努
力
は
想
像
し
て

余
り
あ
る
。
著
者
が
「
あ
と
が
き
」
で

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
完
璧
な
も
の
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
史
の
資
料
と
し
て
重
要
、
か
つ
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
、
特
筆
す
べ
き
は
、
著
者
が

　

歳
を
越
え
て
完
成
さ
せ
た
こ
と
で
あ

８０る
。
仕
事
の
成
果
は
年
齢
に
関
係
な
い

と
い
う
考
え
方
も
あ
ろ
う
が
、
私
と
し

て
は
生
身
の
人
間
が
や
る
仕
事
は
、
年

齢
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
る
。
老
齢
に
も
め
げ
ず
、
こ
の
膨

大
な
記
録
を
ま
と
め
た
著
者
の
努
力
と

気
力
に
は
深
大
な
る
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
う
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
記
録
集
成
』（
全
二
巻
）が

秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
受
賞

水
野　
勉

努力が認められた２冊の『ヒマラヤ登山記録集成』
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登
山
界
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
と

い
う
認
識
で
は
、
誰
も
が
一
致
し
て
い

る
。「
登
山
界
」
を
「
日
本
山
岳
会
」
と

置
き
換
え
て
も
い
い
。
日
本
山
岳
会
は

私
た
ち
の
会
だ
か
ら
、
課
題
山
積
＝
危

機
感
は
い
っ
そ
う
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
。

若
者
の
山
岳
会
離
れ
、
高
齢
化
、
グ
ル

ー
プ
と
し
て
の
縮
小
傾
向
…
…
。
要
す

る
に
山
岳
会
に
席
を
お
い
て
い
る
こ
と

に
魅
力
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
、
と
い

う
現
実
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
全
体
傾
向
に
、
行
政
ま
で

が
新
し
い
法
人
制
度
へ
の
対
応
と
い
う

踏
み
絵
を
迫
っ
て
い
る
。
新
法
人
移
行

問
題
を
単
純
に
言
え
ば
、
社
会
貢
献
を

ベ
ー
ス
に
「
公
益
法
人
」
を
選
ぶ
か
、

仲
間
同
士
の
登
山
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を

楽
し
む
「
一
般
法
人
」
を
と
る
か
、
と

な
る
が
、
コ
ト
は
そ
う
簡
単
に
は
割
り

切
れ
な
い
。
会
員
の
会
費
で
営
々
と
会

の
基
盤
を
築
い
て
き
た
当
会
に
と
っ
て

は
厄
介
か
つ
迷
惑
な
話
で
あ
る
。
し
か

し
こ
こ
は
、「
公
益
」
か
「
一
般
」
か
の

選
択
を
機
会
に
、
会
員
み
ん
な
で
足
元

を
見
つ
め
直
し
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿

を
探
る
好
機
と
受
け
止
め
て
、
前
向
き

に
対
処
し
た
い
と
思
う
。

　

尾
上
会
長
は
就
任
以
来
、
課
題
を
４

つ
に
絞
っ
て
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
法
人
選
択
と
と
も
に
重
視
し
て
い

る
の
が
支
部
の
活
性
化
・
首
都
圏
の
支

部
化
推
進
で
あ
る
。
支
部
活
動
の
さ
ら

な
る
活
性
化
に
伴
い
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
地
域
に
密
着
し
て
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
が
理
想
だ
。

東
京
・
多
摩
支
部
の
設
立
（
２
月　

日
２０

に
設
立
総
会
）、埼
玉
支
部
準
備
な
ど
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　

理
事
会
、
委
員
会
活
動
が
中
心
の
現

在
の
本
部
活
動
は
、
活
発
な
支
部
活
動

を
基
盤
と
し
て
、
全
体
と
し
て
の
会
の

企
画
、
運
営
、
社
会
貢
献
、
国
際
交
流
、

情
報
交
換
な
ど
と
取
り
組
む
こ
と
に
な

ろ
う
。
会
員
と
し
て
の
誇
り
や
自
信
を

持
ち
、
活
力
に
あ
ふ
れ
た
日
本
山
岳
会

づ
く
り
が
目
標
で
あ
る
。

　

次
い
で
「
Ｊ
Ａ
Ｃ
ユ
ー
ス
」
が
取
り

組
む
若
者
対
策
。「
日
本
山
岳
会
の
枠
組

み
を
超
え
て
、
ま
ず
は
日
本
の
若
者
を

山
に
向
か
わ
せ
る
環
境
づ
く
り
を
、
具

体
的
な
事
業
計
画
と
し
て
取
り
組
み
た

い
」（
尾
上
会
長
）
と
し
て
、
新
任
の
理

事
た
ち
に
ハ
ッ
パ
を
か
け
て
い
る
。
新

し
い
発
想
と
企
画
力
、
意
欲
と
技
術
を

持
つ
若
者
た
ち
に
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
、
若
年
層
を
育
て
た
い
。

　

４
つ
目
の
課
題
で
あ
る
「
山
の
日
」

制
定
は
、
山
岳
界
に
と
ど
ま
ら
ず
国
民

運
動
と
し
て
の
広
が
り
を
持
つ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。
祝
日
と
し
て
の
「
山

の
日
」
制
定
は
、
登
山
愛
好
者
の
ク
ラ

ブ
組
織
で
あ
る
日
本
山
岳
会
が
掲
げ
る

目
標
と
し
て
遠
く
感
じ
ら
れ
る
向
き
も

あ
ろ
う
。
要
は
、
山
に
親
し
み
、
楽
し

み
、
山
と
の
触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
伝

え
る
運
動
な
の
で
あ
る
。
ひ
と
つ
ひ
と

つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
積
み
上
げ
て
機
運
を

醸
成
し
、
日
本
山
岳
会
で
し
っ
か
り
し

た
基
礎
固
め
が
し
た
い
。
そ
れ
に
は
何

よ
り
も
、
各
支
部
の
創
意
と
工
夫
、
行

動
力
が
期
待
さ
れ
る
。
日
本
山
岳
協
会

を
は
じ
め
と
す
る
山
岳
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
、
地
域
、
地
方
自
治
体
へ
と
運

動
の
輪
を
広
げ
、
共
通
の
目
標
と
す
る

こ
と
が
肝
要
だ
と
思
う
。
日
本
山
岳
会

に
は
主
と
し
て
首
都
圏
の
会
員
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
て
い
る　

の
委
員
会
が
あ

１８

る
。
執
行
部
で
は
昨
年
８
月
、
す
べ
て

の
委
員
会
か
ら
活
動
報
告
を
受
け
た
。

こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
話
し
合
わ
れ
た
問

題
点
な
ど
は
今
後
の
会
運
営
に
つ
な
げ

た
い
。
同
じ
く
同
好
会
、
同
期
会
も
、

組
織
の
な
か
で
の
位
置
づ
け
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

日
本
山
岳
会
に
と
っ
て
い
ま
最
も
重

要
な
課
題
は
、
支
部
活
動
の
更
な
る
活

性
化
で
あ
り
、
そ
れ
が
展
望
を
開
く
カ

ギ
を
握
っ
て
い
る
と
思
う
。
ち
な
み
に
、

昨
年
２
月
の
全
国
支
部
事
務
局
担
当
者

会
議
で
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
を
紹
介
し
た
い
。

　

全
国　

支
部
の
う
ち
、
６
割
の　

支

２８

１８

部
が
日
本
山
岳
協
会
＝
県
岳
連
と
交
流

を
持
っ
て
い
る
。　

支
部
が
定
例
山
行

２７

を
実
施
し
、　

支
部
が
な
ん
ら
か
の
形

１０

で
森
づ
く
り
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

支
部
が
会
友
制
度
を
導
入
し
、
５
支

１８部
が
支
部
会
室
ま
た
は
借
り
事
務
所
を

持
っ
て
い
る
。
支
部
会
費
を
徴
収
し
て

い
る
の
は　

支
部
、
年
間
１
０
０
０
円

２０

か
ら
６
０
０
０
円
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、

会
費
の
多
寡
が
活
動
内
容
の
密
度
に
関

係
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
限
ら
れ

た
資
金
で
、
ど
う
運
営
す
る
の
か
。
本

部
と
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
。　

　

ど
こ
に
活
路
を
見
出
す
か
―
―
。
支

部
ブ
ロ
ッ
ク
や
本
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
緊
密
に
保
ち
な
が
ら
、

支
部
活
性
化
＝
Ｊ
Ａ
Ｃ
全
体
の
活
性
化

に
道
を
切
り
開
い
て
ゆ
き
た
い
。

レ
ポ
ー
ト

登
山
界
は
い
ま
�
�　
�
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
課
題
と
展
望

神
崎
忠
男
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明
治
の
気
骨
を
も
っ
た
テ
ン
ト
作
り

の
名
匠
、
吉
田
喜
義
さ
ん
が
老
衰
の
た

め
昨
年　

月　

日
に
亡
く
な
っ
た
。　

１１

１２

９９

歳
、
テ
ン
ト
作
り
を
天
職
に
し
た
生
涯

で
あ
っ
た
。　

月　

日
に
行
な
わ
れ
た

１１

１４

告
別
式
の
祭
壇
に
は
日
本
山
岳
会
を
始

め
、
慶
応
、
明
治
、
早
稲
田
な
ど
の
大

学
山
岳
部
O
B
会
か
ら
の
生
花
が
寄
せ

ら
れ
、
吉
田
さ
ん
の
功
績
が
偲
ば
れ
る
。

　

登
山
の
発
展
を
陰
で
支
え
た
吉
田
さ

ん
は
、
明
治　

年
８
月
５
日
、
埼
玉
県

４３

寄
居
に
生
ま
れ
た
。
大
正　

年
、
港
区

１１

芝
通
り
に
あ
る
「
水
野
兼
治
郎
商
店
」

に
奉
公
。
昭
和
の
初
め
、
店
に
近
い
慶

応
義
塾
大
学
山
岳
部
か
ら
イ
ギ
リ
ス
製

の
テ
ン
ト
を
見
せ
ら
れ
注
文
に
応
じ
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
テ
ン
ト
作

り
を
始
め
た
と
い
う
。
以
来
、
テ
ン
ト

や
登
山
用
具
作
り
一
筋
の
道
を
歩
む
よ

う
に
な
っ
た
。

　

見
習
か
ら
丁
稚
へ
と
修
業
を
重
ね
、

昭
和　

年
か
ら　

年
の
召
集
を
経
て
再

１６

１８

び
奉
公
を
続
け
る
。
そ
の
間
に
大
学
山

岳
部
の
学
生
た
ち
と
の
付
き
合
い
も
欠

か
さ
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
応
援
も
あ
っ

て
昭
和　

年
の
末
、
新
宿
に
自
分
の
店

１８

「
吉
田
喜
義
商
店
」
を
開
業
す
る
。
だ

が
戦
時
中
の
こ
と
、
テ
ン
ト
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。

　

昭
和　

年
５
月
、
杉
並
に
移
っ
た
。

２１

材
料
不
足
な
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
と

も
か
く
注
文
を
取
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

慶
応
、
明
治
、
法
政
、
学
習
院
な
ど
を

自
転
車
で
巡
り
注
文
に
応
じ
な
が
ら
意

見
を
聞
き
、
設
計
、
改
善
な
ど
を
模
索

し
な
が
ら
テ
ン
ト
作
り
に
専
念
し
た
。

こ
う
し
た
熱
意
が
実
り
、
当
初
の
仕
事

は
、
昭
和　

年
の
日
本
山
岳
会
マ
ナ
ス

２７

ル
踏
査
隊
や
早
稲
田
大
学
ア
コ
ン
カ
グ

ア
遠
征
隊
の
テ
ン
ト
作
り
と
な
っ
た
。

　

マ
ナ
ス
ル
遠
征
は
、
昭
和　

年
の
第

２８

一
次
隊
を
皮
切
り
に
、　

年
の
第
二
次

２９

隊
、
そ
し
て　

年
は
念
願
か
な
っ
て
第

３１

三
次
隊
が
登
頂
を
果
た
し
た
。
い
ず
れ

の
隊
も
ほ
と
ん
ど
は
、
吉
田
さ
ん
の
手

が
け
た
テ
ン
ト
を
使
用
し
た
。
遠
征
の

都
度
、
反
省
と
研
究
、
そ
し
て
改
善
が

加
え
ら
れ
た
。
第
三
次
隊
の
快
挙
を
知

っ
た
吉
田
さ
ん
は
「
現
地
で
使
用
し
た

テ
ン
ト
は
約　

張
り
、
強
風
や
寒
さ
に

４０

耐
え
、
損
傷
が
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
の

が
何
よ
り
も
嬉
し
い
」
と
言
う
。
誇
り

高
き
職
人
の
心
境
で
あ
ろ
う
。

　

マ
ナ
ス
ル
隊
の
テ
ン
ト
を
手
が
け
て

半
世
紀
、
そ
の
間
に
昭
和　

年
、
日
本

４５

山
岳
会
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
や
、　

年
、

５３

植
村
直
己
北
極
圏
単
独
犬
ゾ
リ
行
な
ど

の
テ
ン
ト
や
装
備
類
を
手
が
け
、
受
注

し
た
山
岳
極
地
関
係
だ
け
で
も
、
お
よ

そ　

隊
に
及
ん
で
い
る
。

８０

　

昭
和　

年
、
独
特
の
優
れ
た
技
能
を

５４

も
つ
「
現
代
の
名
工
」
と
し
て
、
吉
田

さ
ん
は
卓
越
技
能
賞
を
受
賞
す
る
。
そ

の
時
、
慶
応
山
岳
部
の
仲
間
ら
が
盛
大

な
祝
賀
会
を
開
い
て
く
れ
た
。
記
念
品

に
は
最
年
長
の
谷
口
現
吉
さ
ん
（
慶
応

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
、日
本
山
岳
会
名
誉
会
員
）

が
代
表
し
て
誌
文
を
書
い
た
銅
版
を
贈

り
、
喜
び
の
盃
を
あ
げ
た
。

　

昭
和　

年
に
は
勲
六
等
単
光
旭
日
賞

５６

の
叙
勲
を
受
け
た
。

　

平
成
２
年
８
月
、「
株
式
会
社
ヨ
シ
ダ

テ
ン
ト
」
と
社
名
を
変
更
。
当
時
は
ま

だ
現
役
、
ミ
シ
ン
を
踏
む
表
情
は
生
き

生
き
と
し
て
い
た
。
平
成　

年　

月
の

１１

１２

日
本
山
岳
会
年
次
晩
餐
会
で
は
特
別
展

示
に
吉
田
さ
ん
の
テ
ン
ト　

張
り
を
展

１４

示
。
戦
前
の
も
の
か
ら
マ
ナ
ス
ル
登
山
、

植
村
直
己
さ
ん
の
北
極
行
な
ど
、
い
ず

れ
も
ミ
ニ
テ
ン
ト
だ
が
、　

歳
近
い
高

９０

齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
来
場
さ
れ
会
員
に

熱
心
に
説
明
さ
れ
て
い
た
。　

　

吉
田
さ
ん
に
つ
い
て
元
会
長
の
大
塚

博
美
さ
ん
は
、「
世
界
一
の
天
幕
作
り
」

と
、
前
会
長
の
宮
下
秀
樹
さ
ん
は
「
利

用
者
の
体
験
に
耳
を
傾
け
、
飽
く
な
き

研
究
心
が
す
ご
い
」
と
い
う
。
こ
う
し

た
職
人
技
の
テ
ン
ト
が
日
本
の
高
所
登

山
の
陰
の
力
と
な
っ
て
支
え
て
き
た
。

　

世
界
の
高
峰
に
実
績
を
刻
ん
で
き
た

吉
田
喜
義
さ
ん
、
今
、
エ
ベ
レ
ス
ト
よ

り
高
い
天
国
で
自
分
の
テ
ン
ト
を
張
り
、

ゆ
っ
く
り
と
お
休
み
く
だ
さ
い
。

ピ
ー
プ
ル

テ
ン
ト
作
り
の
名
匠　
吉
田
喜
義
さ
ん
の
功
績

羽
田
栄
治

平成１１年の年次晩餐会に展示されたミニテント

テント作りの名匠、
吉田喜義さん
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東西 
南北 

　

朝
日
連
峰
の
主
稜
線
、
狐
穴
・
以
東

岳
の
間
の
南
斜
面
と
西
朝
日
岳
の
南
東

斜
面
に
、
今
日
で
も
わ
ず
か
な
が
ら
目

で
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
グ
ザ
グ
の

古
道
が
あ
る
。
風
雪
に
さ
ら
さ
れ
、
草

木
に
埋
も
れ
て
い
る
が
、
戦
国
動
乱
の

歴
史
を
深
く
刻
み
込
ん
だ「
朝
日
軍
道
」

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古

道
を
庄
内
側
、
旧
朝
日
村
鱒
淵
か
ら
、

戸
立
山
、
茶
畑
山
、
三
角
峰
、
以
東
岳
、

狐
穴
、
三
方
境
、
寒
江
岳
、
竜
門
山
を

経
て
大
井
沢
に
下
山
す
る
春
山
ル
ー
ト

と
し
て
、　

余
年
前
に
利
用
し
た
こ
と

３０

が
あ
っ
た
。
甲
ト
明
神
（
兜
岩
）
の
奇

岩
が
立
ち
は
だ
か
り
、
氷
結
し
た
ブ
ナ

原
生
林
が
林
立
し
て
い
た
。

　

朝
日
連
峰
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、

役
ノ
小
角
開
山
説
や
細
々
と
し
た
山
岳

信
仰
・
修
験
道
登
山
な
ど
が
出
て
く
る
。

し
か
し
、
近
代
登
山
の
開
拓
期
は
、
大

正
年
代
の
沼
井
哲
太
郎
氏
の
驚
異
的
な

足
跡
、
朝
日
鉱
泉
の
案
内
人
・
吉
川
房

吉
氏
、
山
崎
浩
良
氏
、
大
江
平
助
氏
、

山
形
高
等
学
校
山
岳
部
な
ど
の
活
躍
期

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
初
期
、
稜
線

上
に
残
る
古
道
に
注
目
し
た
佐
藤
栄
太

氏
に
よ
っ
て
、「
朝
日
軍
道
」
が
公
表
さ

れ
た
。
原
始
性
の
高
い
朝
日
連
峰
に
、

戦
国
動
乱
の
古
い
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い

た
の
だ
。
軍
道
開
伐
の
年
代
は
推
定
の

域
を
出
な
い
が
、
草
岡
文
書
に
よ
る
と

慶
長
４
年
１
月　

日
、
源
右
ェ
門
と
い

２６

う
人
が
上
杉
藩
か
ら
庄
内
新
道
の
御
小

屋
番
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
社
会
情
勢
を
み
る
と
、
陸
奥

会
津
を
領
し
て
い
た
蒲
生
氏
郷
の
死
後
、

豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け
た
上
杉
景
勝
が

慶
長
３
年
会
津
に
移
り
、
会
津
４
郡
を

は
じ
め
仙
道
７
郡
と
出
羽
国
長
井
、
田

川
、
櫛
引
、
遊
佐
の
各
郡
、
佐
渡
国
３

郡
を
合
わ
せ
１
２
０
万
石
の
大
封
（
領

地
）
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
米
沢
と
庄
内
の　

万
石
を
上
杉
の

３０

武
将
、
直
江
兼
続
が
領
有
し
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

秀
吉
の
死
後
、
上
杉
は
豊
臣
に
、
最

上
は
徳
川
に
つ
き
、
庄
内
を
巡
っ
て
の

争
い
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
兼

続
に
と
り
本
拠
地
の
米
沢
と
庄
内
と
を

結
ぶ
連
絡
道
は
、
一
旦
越
後
に
出
て
か

ら
庄
内
に
向
か
う
か
、
小
国
を
経
て
村

上
に
出
る
方
法
の
み
で
あ
っ
た
。
宿
敵

最
上
を
前
に
し
て
、
一
朝
こ
と
が
あ
れ

ば
米
沢
と
庄
内
が
分
断
さ
れ
る
恐
れ
が

多
分
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
関
ヶ
原
の

合
戦
を
控
え
た
兼
続
は
、
自
領
の
朝
日

連
峰
の
主
稜
線
を
た
ど
り
、
一
路
直
ち

に
庄
内
に
達
す
る
軍
用
道
路
開
伐
の
大

土
木
工
事
を
起
こ
し
た
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
完
成
を
慶
長
３

年
と
す
る
と
、
兼
続
が
入
領
し
た
年
に

あ
た
り
、
一
夏
の
工
事
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
海
抜
１
５
０
０
�
か
ら
１
８
０

０
�
に
お
け
る
大
工
事
な
の
で
、
か
な

り
の
人
海
戦
術
が
取
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
同
時
に
、
こ
の
軍
道
に
注
い
だ

兼
続
の
気
迫
の
よ
う
な
も
の
を
も
感
じ

と
れ
る
。

　

こ
の
軍
道
の
経
路
を
記
載
し
た
「
出

羽
庄
内
大
山
尾
浦
尉
山
階
道　

み
ち
行

改
帳
」
や
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
も

の
お
よ
び
鱒
淵
で
耳
に
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
と
、
鱒
淵
を
基
点
と
し
て
鱒
淵

沢
に
か
か
る
長
慶
滝
を
経
て
、
通
称
鱒

淵
山
（
７
７
８
�
）
に
達
し
、
鍬
台
置
、

猿
倉
山
、
早
坂
七
十
三
曲
、
甲
ト
明
神
、

高
安
山
、
御
小
屋
の
平
、
葛
城
山
、
芝

倉
山
、
茶
畑
山
、
戸
立
山
、
三
角
峰
、

ウ
ツ
ボ
峰
、
以
東
岳
、
狐
穴
、
三
方
境
、

北
寒
江
山
、
竜
門
山
、
西
朝
日
岳
を
経

て
大
朝
日
岳
に
達
し
、
三
十
三
曲
坂
、

平
岩
山
、
御
影
森
山
、
焼
野
山
、
葉
山

神
社
を
経
て
草
岡
に
達
し
て
い
る
。
距

離
に
し
て
約　

�
に
も
お
よ
ぶ
大
規
模

６０

な
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
初
期
に
は
、
兜
岩
北
面
は
じ
め
、

戸
立
山
と
以
東
岳
の
間
、
以
東
岳
と
狐

穴
の
間
、
西
朝
日
岳
南
面
、
御
影
森
山

西
面
、
焼
野
平
と
葉
山
の
間
に
、
そ
の

痕
跡
を
認
め
ら
れ
た
と
佐
藤
栄
太
氏
に

よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
で
は
狐
穴
と
以
東
岳
の
間
、
西
朝

日
岳
南
面
に
わ
ず
か
に
雷
光
形
を
遠
望

で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
づ
い
て
見
る

と
チ
シ
マ
ザ
サ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
密
生

し
て
お
り
、
軍
道
を
た
ど
る
ど
こ
ろ
か

そ
の
存
在
す
ら
確
認
で
き
な
い
。

　

日
本
に
残
る
有
名
な
軍
道
と
し
て
、

信
州
の
大
門
峠
（
１
４
４
２
�
）
や
、

信
州
と
飛
騨
の
国
境
で
あ
る
安
房
峠

直
江
兼
続
と
朝
日
軍
道

木
村
喜
代
志
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（
１
８
１
２
�
）、越
中
と
信
州
を
直
接

結
ん
だ
ザ
ラ
峠
（
２
３
５
３
�
）、
針
ノ

木
峠
（
２
５
４
１
�
）
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
朝
日
連
峰
を
凌
ぐ

高
さ
だ
が
、
す
べ
て
峠
越
え
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
比
べ
て
朝
日
軍
道
は
、
東
北

の
豪
雪
地
帯
に
横
た
わ
る
主
稜
線
を
え

ん
え
ん
と
た
ど
る
も
の
だ
け
に
、
単
に

高
度
だ
け
で
は
比
較
で
き
な
い
困
難
さ

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
人
知
れ
ず
歴
史
に
埋
も
れ
、

陽
の
目
を
見
な
い
ま
ま
に
消
え
去
ろ
う

と
し
て
い
る
の
は
、
軍
道
の
宿
命
で
も

あ
り
、
東
北
と
い
う
地
域
柄
だ
ろ
う
か
。

　

慶
長
５
年
、
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原

の
戦
い
と
共
に
上
杉
と
最
上
の
戦
い
が

始
ま
っ
た
。
文
書
に
は
残
っ
て
い
な
い

が
こ
の
軍
道
は
重
要
性
を
増
し
、
人
馬

の
往
来
、
物
資
の
輸
送
と
か
な
り
利
用

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
杉
勢
は
最
上

口
と
六
十
里
越
か
ら
攻
め
込
み
、
最
上

勢
の
背
後
を
突
き
圧
倒
し
て
い
た
が
、

関
ヶ
原
で
の
豊
臣
勢
の
大
敗
を
き
っ
か

け
に
形
成
は
逆
転
し
、
上
杉
勢
は
米
沢

に
総
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

庄
内
東
禅
寺
（
酒
田
）
の
城
主
・
志

駄
義
秀
も
そ
の
一
人
で
、
兼
続
の
妻
を

伴
い　

月
に
こ
の
軍
道
を
通
っ
て
い
る
。

１０

陰
暦
の　

月
と
い
え
ば
、
今
日
の　

月

１０

１１

末
か
ら　

月
初
め
で
あ
り
、
稜
線
は
氷

１２

結
し
、
季
節
風
の
一
段
と
身
に
し
み
る

完
全
な
冬
山
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
庄
内
を
案
じ
、
敗
残
隊
を
引

き
連
れ
て
の
山
越
え
は
、
氷
雪
に
足
を

と
ら
れ
、
風
に
よ
ろ
め
き
、
新
雪
に
身

を
埋
め
て
の
行
軍
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
こ
の
軍
道
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
尾
根
筋
の
約
３
分
の
２
、
す
な
わ
ち

鱒
淵
か
ら
草
岡
ま
で
の
う
ち
、
三
角
峰

（
か
つ
て
は
茶
畑
山
）
か
ら
草
岡
ま
で

は
、
軍
道
が
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
に
し

て
も
ほ
ぼ
登
山
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
茶
畑
山
以
北
の
庄
内

側
は
寛
文
年
間
、
酒
井
候
の
入
国
以
来

放
棄
さ
れ
、
草
木
に
埋
も
れ
、
戦
国
動

乱
の
歴
史
を
溶
か
し
消
し
去
っ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。

C B

A

三方境より狐穴、以東岳方面を望む
Ａ：以東岳、Ｂ：朝日軍道、Ｃ：現在の登山路

活 

動 

報 

告 

日本山岳会の 
各委員会、同好会の 
活動報告です 

　

昨
年　

月
７
日
、　

回
目
の
新
入
会

１１

４１

員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
。
対

象
新
入
会
員
は
１
４
５
５
１
番
か
ら
１

４
６
５
４
番
の
１
０
４
名
、
参
加
者
は

　

名
だ
っ
た
。

３２
　

推
薦
者
に
働
き
か
け
た
こ
と
が
功
を

奏
し
、
対
象
新
入
会
員
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
、　

�
が
参
加
す
る
と
い
う
近

３０

年
に
な
い
高
い
出
席
率
と
な
っ
た
。
ま

た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
企
画
（
記
念
山
行
）

の
影
響
か
、
北
上
市
や
神
戸
市
、
糸
魚

川
市
な
ど
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

地
方
色
豊
か
な
集
ま
り
と
な
っ
た
。

　
　

時　

分
、
石
光
総
務
委
員
長
の
司

１３

３０

会
で
、
ま
ず
宮
崎
副
会
長
の
開
会
の
言

葉
に
続
き
、
尾
上
会
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
日
本
人
と
山
の
関
わ
り
か
ら
、

当
会
の
成
り
立
ち
、
英
国
山
岳
会
の
影

響
、
会
員
は
皆
同
じ
仲
間
で
あ
り
上
下

総
務
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

　

年
度
、新
入
会
員
オ
リ
エ
ン

０９テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

関
係
が
な
い
と
い
う
当
会
の
会
風
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

次
に
藤
田
委
員
が
山
岳
保
険
に
つ
い

て
、
宮
崎
副
会
長
が
上
高
地
山
岳
研
究

所
の
説
明
を
し
た
。
続
い
て
、
永
田
が

当
会
の
説
明
を
行
な
っ
た
。

　

後
半
は
、染
谷
委
員
司
会
に
よ
る「
自

己
紹
介
と
意
見
交
換
」。

　

エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
か
ら
、
地
元

の
山
歩
き
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
自
然
保
護
に
興
味
を

も
っ
て
入
会
し
た
人
、
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ

ア
の
た
め
に
入
会
し
た
人
。
い
つ
も
な

が
ら
、
登
山
経
験
や
経
歴
、
趣
味
、
特

技
は
多
種
多
様
で
、
会
員
の
層
の
厚
さ

を
物
語
っ
て
い
た
。

　

す
で
に
会
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る

人
も
数
人
お
り
、
今
回
は
特
に
積
極
的

な
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
み
な
、
仲
間
を
求
め
て
、
ま
た

新
し
い
活
動
の
場
を
求
め
て
入
会
し
て

き
た
人
た
ち
だ
。

　

最
後
に
、
各
委
員
会
、
同
好
会
か
ら
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年　

月
６
日
、
晩
餐
会
記
念
山
行

０９

１２

（
千
葉
県
鋸
山
）
に
参
加
し
た
。
参
加

者
は　

名
で
あ
っ
た
。
品
川
駅
を
出
る

９３

と
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
小
旗
を
持
っ
た
係
り
の

方
の
誘
導
で
集
合
場
所
へ
。
２
台
の
バ

ス
に
分
乗
し
、
８
時
過
ぎ
出
発
し
た
。

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
海
ホ
タ
ル
を
起
点
に

海
底
と
海
上
交
通
に
分
か
れ
る
。

　

朝
霧
の
眩
し
い
光
の
海
ホ
タ
ル
を
通

過
。
木
更
津
で
小
休
止
後
、
バ
ス
は
保

田
へ
と
進
む
。
昨
夜
の
晩
餐
会
時
の
雨

と
は
異
な
り
、
穏
や
か
な
海
の
色
、
小

船
が
多
数
出
漁
し
て
い
る
。

　

車
窓
よ
り
紅
葉
が
美
し
い
。
富
士
山

の
姿
も
垣
間
に
見
ら
れ
、
だ
ん
だ
ん
霧

が
濃
く
な
り
、
ま
た
薄
く
な
る
。
朝
日

集
会
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

晩
餐
会
記
念
山
行
―
―
鋸
山

が
強
く
、
や
が
て
山
影
が
見
え
保
田
の

鋸
山
入
口
に
到
着
、
千
葉
支
部
の
方
々

が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

　

鋸
山
は
乾
坤
山
日
本
寺
と
称
し
、
西

暦
７
２
５
年
開
か
れ
、
関
東
最
古
の
勅

願
所
へ
こ
れ
よ
り
入
山
で
あ
る
。
仁
王

門
よ
り
観
音
堂
、
石
段
が
続
き
一
心
池
、

千
体
観
音
の
石
仏
に
迎
え
ら
れ
大
仏
通

り
を
過
ぎ
、
百
尺
観
音
を
拝
す
。
交
通

安
全
の
守
り
本
尊
で
、
石
を
切
り
出
し

た
岩
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
石
段
を
少

し
戻
り
登
り
返
す
と
、
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
の
山
頂
、
地
獄
覗
き
で
下
は
紅
葉
、

遠
く
見
渡
せ
ば
海
が
白
く
輝
き
美
し
い
。

山
頂
を
後
に
大
仏
広
場
へ
、
今
朝
ま
で

の
雨
で
泥
だ
ら
け
だ
。

　
　

年　

月　

日
〜　

日
、
磐
梯
朝
日

０９

１０

２４

２５

国
立
公
園
吾
妻
連
峰
で
撮
影
会
が
行
な

わ
れ
た
。
６
年
前
お
世
話
に
な
っ
た
吾

妻
小
舎
を
今
年
も
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
。　

小
舎
の
主
人
・
遠
藤
氏
と
は
毎
年

松
坂
屋
で
開
催
す
る
夏
山
相
談
所
で
一

緒
に
な
り
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
と
は
知
己
の

間
柄
な
の
で
、
撮
影
地
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
点
で
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者　

名
（
う
ち
女
性
４
名
）
が

１２

そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン
ト
で
撮
影
を
し
て
、

　

時
に
全
員
が
小
舎
に
集
結
し
た
。
小

１６

屋
の
階
段
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
た
鐘
が
さ
が
っ

て
い
た
。
そ
の
理
由
を
遠
藤
氏
に
う
か

が
っ
た
ら
、
福
島
支
部　

周
年
記
念
に

３５

作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

懇
親
会
に
さ
き
だ
ち
、
富
士
か
ら
参

加
し
た
石
浦
氏
よ
り
写
真
集
『
安
曇
野

の
思
い
出
（
自
然
と
人
）』（
石
浦
邦
夫
・

著
）
を
参
加
者
全
員
に
配
ら
れ
た
。
四

季
織
り
な
す
安
曇
野
に
魅
せ
ら
れ
、
撮

り
続
け
て
い
る
氏
の
姿
に
感
動
を
覚
え

た
。

　

楽
し
み
の
懇
親
会
は
川
嶋
副
代
表
の

あ
い
さ
つ
、
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
っ
た
。

今
回
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
羽
田
代
表

か
ら
大
量
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
会
に

花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。
小
舎
の
山

菜
料
理
は
お
い
し
く
疲
れ
を
癒
し
て
く

れ
た
。
今
回
も
ま
た
、
北
村
氏
よ
り
デ

ジ
タ
ル
写
真
の
話
を
聞
き
、
写
真
談
義

に
花
が
咲
い
た
。

　
　

日
の
朝
は
夜
来
の
雨
は
あ
が
っ
た

２５
が
霧
が
深
い
。
朝
食
後
、
撮
影
地
を
磐

梯
高
原
に
求
め
、
今
を
盛
り
の
色
鮮
や

か
な
母
成
高
原
を
撮
影
し
、
最
近
話
題

の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
い
る
観
音
沼
を
撮
り
な
が

ら
帰
途
に
つ
い
た
。

（
山
本
武
志
）

　

千
葉
支
部
の
方
々
に
よ
る
豚
汁
が
用

意
さ
れ
、
昼
食
。
ど
こ
か
で
見
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
、上
空
に
鳶
が
旋
回
、序
々

に
高
度
を
下
げ
始
め
、
鳶
は
狙
い
を
定

め
て
い
る
様
子
。
眼
球
が
く
る
く
る
と

動
く
。
急
い
で
豚
汁
を
足
元
に
隠
す
と
、

方
向
を
変
え
反
対
側
へ
回
っ
た
。
と
急

降
下
、
襲
撃
に
合
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

帰
路
、
海
ホ
タ
ル
に
立
ち
寄
る
。
海

上
よ
り
丸
い
風
車
型
の
風
の
塔
や
品
川

方
面
の
ビ
ル
な
ど
視
界
良
好
。

　

こ
れ
よ
り
海
底
に
入
り
、
品
川
に
着

い
た
。

（
長
谷
川
公
子
）

快晴の大仏広場で記念撮影

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

２
０
０
９
年
秋
の
撮
影
会

新
入
会
員
に
向
け
た
熱
心
な
Ｐ
Ｒ
が
あ

り
閉
会
。　

時
す
ぎ
か
ら
会
場
を
変
え

１７

て
懇
親
会
が
行
な
わ
れ
た
。

　

翌
８
日
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
高

尾
山
へ
の
記
念
山
行（
岡
田
委
員
担
当
）

が
行
な
わ
れ
た
。
試
し
に
催
し
た
山
行

だ
っ
た
が
、
参
加
者　

名
（
配
偶
者
１

１３

名
の
参
加
が
あ
り
計　

名
）
と
好
評
で

１４

あ
っ
た
。

（
永
田
弘
太
郎
）
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年　

月　

日
。
北
海
道
の
主
な
山

０９

１０

２３

岳
団
体
（
北
海
道
山
岳
連
盟
、
北
海
道

勤
労
者
山
岳
連
盟
、
道
央
地
区
勤
労
者

山
岳
連
盟
、
札
幌
山
岳
連
盟
）、
そ
し
て

日
本
山
岳
会
北
海
道
支
部
の
５
団
体
の

有
志
（
役
員
）
が
集
ま
り
交
流
会
を
持

っ
た
。　

数
名
の
集
ま
り
と
な
っ
た
。

３０

こ
の
よ
う
な
集
ま
り
は
初
め
て
の
も
の

だ
と
い
う
。
主
旨
は
「
北
海
道
の
山
岳

界
の
交
流
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
山

岳
と
登
山
に
関
わ
る
諸
問
題
を
話
し
合

う
場
」
を
も
と
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

何
や
ら
堅
苦
し
い
目
的
の
よ
う
で
あ
る

が
、
要
は
い
ろ
い
ろ
な
会
に
属
し
て
い

る
山
好
き
が
一
堂
に
会
し
て
肩
組
み
合

お
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　

こ
れ
に
は
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
う
。
２
０
０
７
年　

月
、
私
た
ち

１１

は
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
で
最
愛
の
岳

友
４
名
を
失
っ
た
。
長
い
鎮
魂
の
月
日

の
最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
山
岳
団

体
の
皆
様
を
お
呼
び
し
て
お
礼
の
会
を

開
い
た
。
期
せ
ず
し
て
今
回
の
交
流
会

に
参
加
し
て
い
る
団
体
の
会
員
の
方
が

い
ら
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
時
は

４
人
の
み
た
ま
に
こ
の
事
故
の
苦
い
教

訓
を
生
か
し
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

遭
難
事
故
を
起
こ
す
ま
い
と
全
員
で
誓

っ
た
が
、
合
間
あ
い
ま
に
他
団
体
の
岳

友
と
の
語
ら
い
に
思
わ
ぬ
花
が
咲
い
た
。

　

当
日
、
幹
事
に
「
あ
の
時
の
会
合
が

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
か
」
と
尋
ね
る

と
「
そ
う
で
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ

て
き
た
。
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご
あ
い
さ

つ
の
な
か
に
も
、
上
ホ
ロ
の
事
故
が
契

機
に
な
っ
た
と
語
ら
れ
た
。
四
君
の
引

き
合
わ
せ
に
よ
り
、
こ
の
交
流
会
が
も

た
れ
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
り
、

改
め
て
上
ホ
ロ
の
空
に
舞
う
四
君
の
み

た
ま
に
報
告
を
し
合
掌
を
し
た
。

　

こ
の
日
は
当
会
の
会
員
で
も
あ
る
十

勝
山
岳
連
盟
会
長
の
太
田
紘
文
氏
か
ら

支
部 

だ
よ
り 

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。 

道内の主な山岳団体から３０数名が集まった

の
「　

年
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
事
故
救
助
報

０９

告
」（
昨
年
７
月
、
本
州
か
ら
の
ツ
ア
ー

客
が
旭
岳
方
面
か
ら
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
に

向
か
っ
て
縦
走
の
途
中
、
８
名
の
死
亡

事
故
を
起
こ
し
た
。
盛
夏
に
低
体
温
症

で
大
量
の
死
亡
者
を
出
す
と
い
う
極
め

て
珍
し
い
遭
難
事
故
）
と
題
し
て
の
お

話
を
聞
き
な
が
ら
、
有
意
義
な
語
ら
い

の
時
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

　

当
会
も
、
先
日
立
ち
上
が
っ
た
「
山

の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
来

た
る
べ
き
時
に
は
岳
友
が
心
を
一
つ
に

し
て
協
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
。

と
も
あ
れ
こ
の
交
流
会
が
セ
ク
ト
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、

北
の
大
地
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。（
滝
本
幸
夫
）

北
海
道
支
部

北
海
道
山
岳
団
体
交
流
会
開
催

　

秋
田
支
部
設
立　

周
年
記
念
事
業
の

５０

一
環
と
し
て
、
秋
田
県
で
標
高　

番
目

５０

（
二
万
五
千
分
の
地
図
に
記
名
の
あ
る

山
）
に
高
い
薬
師
岳
へ
の
登
山
を　

年
０９

７
月　

日
に
実
施
し
た
。
薬
師
岳
は
、

１２

真
昼
山
地
・
薬
師
連
山
の
ひ
と
つ
で
標

高
は
１
２
１
８
�
。
小
杉
山
、
小
鷲
倉

を
経
て
和
賀
岳
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。

　

午
前
６
時
、
一
行　

名
、
４
台
の
車

１５

に
分
乗
し
て
出
発
。
真
木
渓
谷
入
口
で

今
野
副
支
部
長
が
合
流
す
る
。
渓
谷
美

を
誇
る
真
木
林
道
に
入
り
、
袖
川
園
地

を
過
ぎ
る
と
現
わ
れ
る
大
倉
岩
を
見
上

げ
な
が
ら
進
み
、
駐
車
場
（
旧
マ
タ
ギ

小
屋
跡
）
に
着
く
。
こ
の
日
は
地
元
大

仙
市
の
開
催
す
る
募
集
登
山
が
あ
り
、

駐
車
場
は
満
杯
状
態
だ
っ
た
。

　

７
時　

分
、
雲
行
き
を
心
配
し
な
が

４０

ら
出
発
し
、
登
山
口
の
名
水
・
甘
露
水

に
着
く
。
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
狭
い
が
、

普
段
は
こ
こ
ま
で
車
を
乗
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
７
時　

分
出
発
。
登
山

５０

口
か
ら
ま
も
な
く
ト
チ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
の

生
い
茂
る
樹
林
帯
を
朝
の
鳥
の
鳴
声
を

聞
き
、
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
を
見
な
が
ら
高

度
を
上
げ
て
ゆ
く
。

秋
田
支
部

秋
田
県
標
高
第　

番
目
の
山

５０

―
―
花
の
咲
き
乱
れ
る
薬
師
岳
へ
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昨
日
の
雨
で
湿
気
が
あ
り
、
そ
の
う
え

無
風
状
態
で
汗
だ
く
と
な
る
。
辺
り
は

美
し
い
ブ
ナ
林
と
変
わ
り
、
ブ
ナ
台
を

過
ぎ
、
８
時　

分
、
滝
倉
の
水
場
に
着

４０

く
。
沢
の
流
れ
は
冷
た
く
、
飲
ん
で
も

う
ま
い
。
以
前
は
こ
の
先
に
避
難
小
屋

が
あ
っ
た
が
、
今
は
影
も
形
も
な
い
。

代
わ
り
に
下
の
駐
車
場
に
新
し
い
避
難

小
屋
が
建
っ
て
い
る
。

　

ブ
ナ
の
林
は
心
が
落
ち
着
く
。
炎
天

下
で
あ
れ
ば
直
射
日
光
を
和
ら
げ
、
雨

で
あ
れ
ば
雨
を
も
和
ら
げ
る
。
九
十
九

折
の
坂
道
が
続
き
、
９
時　

分
に
倉
方

３０

に
着
く
。
こ
れ
か
ら
先
は
稜
線
歩
き
と

な
る
。
曇
り
空
か
ら
は
薄
日
も
射
し
、

対
岸
の
大
甲
山
や
曲
甲
山
、
中
ノ
沢
岳
、

白
岩
岳
や
小
滝
山
も
望
ま
れ
、
そ
し
て

薬
師
岳
の
頂
も
見
え
て
き
た
。

　

道
は
徐
々
に
急
に
な
り
、
ハ
ク
サ
ン

フ
ウ
ロ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
な
ど
の
花

が
現
わ
れ
る
。
風
も
出
て
き
て
涼
し
い

ほ
ど
だ
。
や
が
て
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

の
咲
き
乱
れ
る
回
廊
が
現
わ
れ
山
頂
へ

と
導
く
。
山
頂
に
は　

時　

分
到
着
。

１０

２５

薬
師
如
来
を
祀
る
祠
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
手
を
合
わ
せ
る
。
和
賀
岳
の
雄
姿
も

望
ま
れ
、
梅
雨
の
晴
れ
間
を
狙
っ
た
か

の
よ
う
な
天
候
と
な
っ
た
。
時
間
に
余

裕
が
あ
る
の
で
、
こ
の
先
の
薬
師
平
ま

で
足
を
延
ば
す
。
薬
師
平
は
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
が
群
生
し
て
咲
き
乱
れ
、
ま
さ

に
雲
上
の
楽
園
、
満
開
の
時
節
に
ピ
ッ

タ
リ
と
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
っ
た
。

　

百
花
繚
乱
の
も
と
で　

周
年
を
祝
し
、

５０

和
気
藹
々
と
し
た
昼
食
と
な
っ
た
。

（
柳
田
勇
悦
）

３
�
）
は
宮
崎
近
郊
に
あ
り
、
自
然
豊

か
で
変
化
に
富
み
、
神
話
と
伝
説
の
山

で
あ
る
。
国
の
自
然
休
養
林
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
域
の
山
で
登
山
口
は
数
箇

所
あ
る
。
今
回
は
小
谷
登
山
口
よ
り
入

山
し
て
、
九
平
登
山
口
に
下
山
す
る
約

６
�
、
４
時
間
の
行
程
で
あ
る
。

　

裁
判
所
か
ら
委
託
さ
れ
た
少
年
７
名
、

保
護
者
６
名
、
家
庭
裁
判
所
の
調
査
官

４
名
、
宮
崎
支
部
会
員　

名
の
総
勢　

１２

２９

名
が
参
加
し
た
。
出
発
に
先
立
ち
９
時

　

分
か
ら
宮
崎
家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
、

３０オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
い
た
。
宮

崎
支
部
会
員
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
、
参
加

者
に
対
し
、
山
の
概
要
、
行
程
、
登
山

上
の
注
意
な
ど
を
確
認
後
、
車
で
登
山

口
に
移
動
し
た
。

　

小
谷
登
山
口
に
お
い
て
班
編
成
と
準

備
体
操
、
さ
ら
に
再
度
登
山
の
注
意
を

行
な
い
、　

時　

分
に
登
山
を
開
始
し

１０

３０

た
。
歩
く
こ
と
約　

分
、
ま
ず
直
立
の

３０

波
状
岩
に
囲
ま
れ
た
通
称
天
然
ク
ー
ラ

ー「
象
の
墓
場
」と
呼
ば
れ
て
い
る
巨
岩

に
囲
ま
れ
た
広
場
に
立
ち
寄
っ
た
。
休

憩
の
後
、
三
連
梯
子
を
登
り
、
奇
岩「
針

の
耳
」、
大
岩
展
望
台
を
経
て
、
急
登
の

岩
場
を
登
り
第
二
展
望
台
に
至
っ
た
。

　

登
り
始
め
は
緊
張
気
味
で
態
度
も
硬

か
っ
た
少
年
ら
は
、
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
次
第
に
う
ち
と
け
、
笑
顔
で
会
員

ら
に
話
し
か
け
た
り
、
山
の
こ
と
を
質

問
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

難
所
の
岩
場
で
は
保
護
者
を
気
づ
か
っ

て
手
を
さ
し
の
べ
、
休
憩
時
に
は
疲
れ

た
保
護
者
に
タ
オ
ル
で
風
を
送
る
ほ
ほ

え
ま
し
い
し
ぐ
さ
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
少
年
ら
の
態
度
の
変
化
が
と
て

も
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

第
二
展
望
台
で
は
、
快
晴
の
も
と
さ

わ
や
か
な
秋
風
を
受
け
て
、
宮
崎
平
野

や
日
向
灘
の
眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら
の

昼
食
で
、
も
う
そ
こ
で
は
全
員
が
山
の

仲
間
で
あ
っ
た
。
昼
食
の
後
、
照
葉
樹

林
に
覆
わ
れ
た
木
漏
れ
日
の
射
す
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
尾
根
道
を
経
て
、
約　

分
４０

で
山
頂
へ
到
着
。
あ
と
は
下
山
口
ま
で

下
り
一
辺
倒
の
ジ
グ
ザ
グ
山
道
が
続
い

た
。
途
中
に
あ
る
姥
ヶ
獄
神
社
に
立
ち

寄
り
思
い
思
い
の
祈
願
を
こ
め
て
参
拝

し
、　

時　

分
に
下
山
し
た
。

１４

３０

　

下
山
後
の
閉
会
式
で
少
年
ら
に
感
想

を
聞
く
と
「
登
る
と
き
は
き
つ
か
っ
た

け
ど
楽
し
か
っ
た
。
こ
の
体
験
を
こ
れ

か
ら
の
自
分
た
ち
の
生
き
方
に
活
か
し

て
い
き
た
い
」
と
力
強
い
言
葉
が
返
っ

て
き
た
。
山
岳
会
の
会
員
と
し
て
、
登

山
を
通
じ
て
明
る
い
社
会
の
実
現
の
た

め
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
で
き
た
と
い

う
満
足
感
と
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
。　　
　
　
　
　
　

（
末
永
軍
朗
）

宮
崎
支
部

第　

回
家
庭
裁
判
所
短
期
少
年

１５
補
導
委
託
登
山

　
　

年　

月　

日
、
第　

回
家
庭
裁
判

０９

１０

１５

１５

所
短
期
少
年
補
導
委
託
登
山
を
行
な
っ

た
。
こ
れ
は
９
月
下
旬
に
宮
崎
家
庭
裁

判
所
か
ら
委
託
を
受
け
た
も
の
で
、 
双 ぼろ

 
石 
山
で
実
施
し
た
。
双
石
山（
５
０
９
・

い
し

薬師平のニッコウキスゲに囲まれて
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８００Ｓ５０　函　アンカット大修館書店WESTON復刻　THE  JAPANESE  ALPS４１２
８００Ｓ５０　函大修館書店辻村伊助復刻　スウィス日記４１３
８００Ｓ５０　函大修館書店辻村伊助復刻　ハイランド４１４
８００Ｓ５０　函大修館書店大島亮吉復刻　山　研究と随想４１５
８００Ｓ５０　函大修館書店槇　有恒復刻　山行４１６
８００Ｓ５０　函大修館書店藤木九三復刻　雪・岩・アルプス４１７
８００Ｓ５０　函大修館書店伊藤秀五郎復刻　北の山４１８
８００Ｓ５０　函大修館書店高遠　式復刻　日本山嶽志４１９
８００Ｓ５０　函大修館書店志賀重昂復刻　日本風景論４２０
１６００Ｓ５０　函大修館書店木暮理太郎復刻　山の憶ひ出　上巻・下巻４２１
８００Ｓ５０　函大修館書店武田久吉復刻　尾瀬と鬼怒沼４２３
８００Ｓ５０　函大修館書店板倉勝宣復刻　山と雪の日記４２４
８００Ｓ５０　函大修館書店冠　松次郎復刻　黒部谿谷４２５
８００Ｓ５０　函大修館書店小島烏水復刻　氷河と万年雪の山４２６
８００Ｓ５０　函大修館書店鹿子木員信復刻　アルペン行４２７
８００Ｓ５０　函大修館書店今西錦司復刻　山岳省察４２８
８００Ｓ５０　函大修館書店田部重治復刻　日本アルプスと秩父巡禮４２９
８００Ｓ５０　函大修館書店日本山岳会復刻　会報　１～１００４３０
８００Ｓ５０　函大修館書店日本山岳会/編復刻　日本の山岳名著　解題４３１

１５０００全２３冊一括購入の場合
４０８　

～４３１
各３００

一括３０００
Ｓ３６　函朋文堂

日高信六郎・藤木九三・深田久弥/

監修
世界山岳全集１～１３４３２

各３００

一括１５００
文庫本朝日新聞社深田久弥深田久弥　山の文庫　１～６５２５

１０００１９６２　裏面に解説・ガイド付き新潟県・山形県・福島県藤島　玄/編大判地図　飯豊連峯　５００００分の１５５４
１０００１９５９　裏面に解説・ガイド付き山形県・新潟県藤島　玄・後藤幹次/監修大判地図　朝日連峯　５００００分の１５５５

１０００裏面に解説・ガイド付き福島県日本山岳会福島支部/監修
大判地図　磐梯・吾妻・安達太良　

６００００分の１
５５６

１０００２００７アテネ書房
復刻　『山岳』総目次・総索引　第１

年～第３７年
５５７

１５００１９５２　カバー　著者署名ありHUTCHINSON&CO.LTDFOSCO MARAINISECRET TIBETY１

１５００１９６９　カバー
HODDER AND

STOUGHTON London
ERIC SHIPTONTHAT UNTRAVELLED WORLDY５

１０００１９８５Wijjism CollinsJohn SalmonALPINE PLANTS of New ZealandY６

１０００１９５１　カバー
HODDER AND

STOUGHTON London
ERIC SHIPTONMOUNTAINS OF TARTARYY７

�頒布価格が７００円以下の本を省略しています。全目録はホームページ（図書委員会）から検索できます。また、必要な
方にはお送りしますので、お申し出ください。
�問い合わせは三好まき子まで　� ０９０―８０１９―８６０１　� ３４４mm@mbe.nifty.come
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価格備考発行著者名書名番号

入札（最低価

格４０００）
Ｓ５６　初版秀山荘�まこと�まこと　山とスキーの広告画文集★１

入札（最低価

格４０００）

Ｓ５０　函　初版

著者署名あり
創文社�まこと�まこと　山で一泊★２

入札（最低価

格５０００）
Ｓ３７　函百瀬慎太郎遺稿集刊行会百瀬慎太郎山を想へば★３

入札（最低価

格５０００）

１９７６　２版　限定本１００

部の６８　二重函
茗溪堂望月達夫遠い山　近い山★４

入札（最低価

格３０００）

Ｓ２３　カバー

著者署名あり
岡書院松方三郎アルプスと人★５

入札（最低価

格５０００）

１９５５　カバー

著者献呈署名あり
昭森社鳥見迅彦けものみち★６

８００Ｓ３４　カバー朋文堂原　全教奥秩父研究１１
８００Ｓ３４　カバー朋文堂熊原政男登山の夜明け１６
２０００Ｓ２３　カバー福村書店木暮理太郎山の憶ひ出１～４２７
８００Ｓ５２　函　著者俳句署名あり茗溪堂川崎精雄山を見る日３１
８００Ｓ４４　函　著者俳句署名あり茗溪堂川崎精雄雪山・藪山３２

８００
１９７６　成瀬岩雄あて献

呈署名あり　函
茗溪堂島田　巽山・人・本３６

８００１９８５　函茗溪堂島田　巽山稜の読書家３７
８００１９７９　函茗溪堂三田幸夫わが登高行　上３８
８００１９８０　函茗溪堂三田幸夫わが登高行　下３９
８００Ｓ４９　カバー　函茗溪堂坂本直行原野から見た山５０
１２００１９８６　３刷　函　カバー実業之日本社田淵行男黄色いテント５１

１０００Ｓ２６朝日新聞社田淵行男
田淵行男山岳写真傑作集―アサヒカ

メラ臨時増刊
６０

１０００Ｓ３４　函　帯朋文堂岡田紅陽富士　MT.FUJI６１
１５００１９８０　函白水社スウェン・ヘディン　ヨースタ・モンテル／編ヘディン素描画集７６
２０００Ｓ５７　函白日社�まこと�まこと山の画文集―『岳人』の表紙の画と言葉７８
２０００Ｓ４６　カバー中日新聞東京本社�まこと画文集　山の声８１
２０００Ｓ４１　函創文社�まこと山からの絵本８２
２０００Ｓ５１　函　帯創文社�まことすぎゆくアダモ８３
２０００Ｓ５６　函白日社�まこと山の風の中へ８４
２０００Ｓ５５　函白日社�まこと山と森は私に語った８５
２０００Ｓ５５　函白日社�まこと居候にて候８６
１０００１９７６　カバー茗溪堂坂本直行わたしの草と木の絵本８７

１５００Ｓ５３　カバー朝日新聞社深田久弥
写真集　ヒマラヤの高峰―深田久弥・

山の文学全集別巻
９２

１０００１９７０　カバー中外書房デオトール・フォン・レルヒ　中野理/訳明治日本の思い出―日本スキーの父の手記９７
４０００１９６４　函白水社スウェン・ヘディン　深田久弥/監修ヘディン中央アジア探検紀行全集１～１１１１６
１５００Ｓ５３　秩入り大修館書店谷　文晁新選復刻　名山図譜　全三巻１２０
８００Ｓ１７墨水書房冠松次郎雲表を行く１２１
８００Ｓ３９　カバー　函桃源社田部重治わが山旅五十年１２２
１０００Ｓ５３　函大修館書店中村清太郎新選復刻　山岳礼拝１２７
１５００Ｓ５　再刊梓書房板倉勝宣山と雪の日記１２８
１５００Ｓ１６　カバー朋文堂加藤泰三霧の山稜１２９
１０００Ｓ５６　３刷　カバー東京新聞出版局�まこと画文集　山の声１３４
１５００Ｓ４１　函木曾御嶽本教生駒勘七御嶽の歴史１４３

図書交換会出品目録および購入申込みのご案内
　「図書交換会」を、３月６日（土）に開催します。多くの会員の参加をお待ちします。

　交換会当日の詳細は１８ページの「インフォメーション」に掲載していますが、当日に来場できない方は、下記の要領で

購入の申込みを行なってください。

�郵便（日本山岳会・図書委員会あて）またはメール（３４４mm@mbe.nifty.com）で、２月１５日までにお申込みください。

�購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。入札本（★印１～６）の場合も、入

札価格を明記のうえ、同じ要領でお申込みください。

�複数の申込みがあった場合は、当日、会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は、図書委員が代行します。全

集は一括購入の申込みを優先させていただきます。

�購入図書の送料は購入者負担とし、交換会終了後に代金と一緒に請求させていただきます。
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
第
８
回（　

月
度
）理
事
会

２１

１２

日
時　

平
成　

年　

月
９
日　
　

時　

２１

１２

１８

３０

分
〜　

時　

分

２０

３０

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】
尾
上
会
長
、
神
崎
・
宮
崎
・

藤
本
各
副
会
長
・
成
川
・
岡
部

各
常
務
理
事
、
太
田
・
相
馬
・

山
川
・
野
澤
・
中
山
・
永
田
・

萩
原
各
理
事
、
深
川
・
平
井
各

監
事
、
近
藤
・
酒
井
各
常
任
評

議
員

【
委
任
】
堀
井
・
谷
川
理
事

【
欠
席
】
森
常
任
評
議
員

【
審
議
事
項
】

１
・
商
標
登
録
（
宮
崎
）

　

法
人
改
革
検
討
作
業
の
一
環
と
し
て

「
社
団
法
人
日
本
山
岳
会
」
の
商
標
管

理
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
た
め
、
専
門

知
識
を
有
す
る
菅
原
修
会
員
（
菅
原
特

許
商
標
事
務
所
、
東
京
都
八
王
子
市
）

に
照
会
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
法
令
等
に
定
め
る
第　

類
、
第

３５

　

類
、
第　

類
、
第　

類
に
つ
い
て
も

３９

４１

４２

商
標
登
録
（
商
標
権
の
取
得
）
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
現
法
人

格
で
の
前
記
各
分
類
へ
の
商
標
登
録
後

に
新
法
人
へ
の
移
行
・
改
組
し
た
場
合

の
対
応
等
に
つ
い
て
も
研
究
・
検
討
を

し
、
商
標
登
録
の
確
実
性
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
る
（
説
明
の
方
向
で
さ

ら
に
研
究
・
検
討
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
）。

２
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

の
交
代
（
神
崎
、
成
川
、
野
澤
）

�
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

山
本
憲
一
（
会
員
�
１
２
３
９
１　

新

任
）

�
山
の
日
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

谷
久
光
（
辞
任
）、
渡
辺
悌
二
（
会
員
№

１
１
３
１
４　

新
任
）

�
Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム　

藤
井
正
善
（
�
７
４
１
０

辞
任
）、
永
田
秀
樹
（
�
８
０
２
０　

新

任
）、
井
本
重
喜
（
�
１
４
０
６
３　

新

任
）、
高
橋
玲
司
（
�
１
２
９
５
５　

新

任
）

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
（
藤

本
、
神
崎
、
成
川
、
野
澤
）

　

法
人
改
革
対
応
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
以
下　

Ｐ
Ｔ
）、
支
部
活
性
化

Ｐ
Ｔ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ
、

お
よ
び
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
の
活
動
・
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
行
な
わ

れ
た
。

２
・
山
陰
支
部
創
立　

周
年
記
念
祝
賀

６０

会
（
会
長
）

　
　

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
尾
上
会
長

１１

２８

が
出
席
し
た
。

３
・
秋
田
支
部
創
立　

周
年
記
念
祝
賀

５０

会
（
宮
崎
）

　
　

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
宮
崎
副
会

１１

２８

長
が
出
席
し
た
。

４
・
支
部
長
会
議
（
宮
崎
）

　
　

月
５
日
（
午
前
中
）
ル
ー
ム
で
開

１２
催
し
、
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
現
況
報
告
等
が
行
な
わ
れ
た
。

５
・
年
次
晩
餐
会
（
宮
崎
）

　
　

月
５
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

１２
テ
ル
新
高
輪
（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
、

出
席
会
員
は
４
７
８
名
で
あ
っ
た
。

６
・
法
人
概
況
調
査
（
宮
崎
）

　

文
部
科
学
省
よ
り
調
査
依
頼
が
あ
っ

た
。
例
年
に
準
じ
回
答
す
る
。

７
・
会
報『
山
』　

月
号
編
集
報
告
（
神

１２

長
）
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１
日　

総
務
委
員
会　

図
書
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２
日　

常
務
理
事
会　

総
務
委
員
会　

集
会
委
員
会　

山
岳
地
理
ク
ラ

ブ

３
日　

総
務
委
員
会　

学
生
部　

み
ち

の
り
山
の
会　

４
日　

総
務
委
員
会

５
日　

支
部
長
会
議

７
日　

総
務
委
員
会　

高
尾
の
森
づ
く

り
の
会

８
日　

集
会
委
員
会　

二
火
会

９
日　

理
事
会　

山
想
倶
楽
部

　

日　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク

１０

ラ
ブ　

緑
爽
会　

山
の
自
然
学

研
究
会　
　

会
００

　

日　

図
書
管
理
委
員
会　

学
生
部

１１
　

日　

図
書
委
員
会　

会
報
編
集
委
員

１４

会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ

　

日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

シ

１５

ス
テ
ム
Ｐ
Ｔ　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

三
水
会　

つ
く
も
会

１６
　

日　

科
学
委
員
会　

千
葉
支
部　

麗

１７

山
会

　

日　

資
料
映
像
委
員
会　

会
報
編
集

１８

委
員
会　

法
人
改
革
Ｐ
Ｔ　

12月 12月 

　

日　

Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

１９
　

日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

２２

集
会
委
員
会　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｔ
Ｈ　
Ｐ
Ｔ　

支
部
活
性
化

Ｐ
Ｔ　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

ア
ル
パ
イ

２４

ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山

遊
会

　

日　

図
書
委
員
会

２５

　

月
来
室
者　

名

１２

５８６

会
員
異
動
（　

月
）

１２

物
故

小
林
忠
治
（
５
２
８
３
）　　

・
８
・
５

０９

宮
寺
忠
夫
（
７
３
７
１
）　　

・　

・　

０９

１１

１９

山
本
悦
子
（
１
０
８
６
３
）　

・　

・
１

０９

１２

退
会

内
田
良
平　
（
６
９
７
４
）

佐
々
木
松
男（
１
１
４
４
３
）
北
海
道

水
内　

哲　
（
１
１
４
５
５
）

鈴
木
一
正　
（
１
２
０
３
０
）

金
子
静
美　
（
１
２
７
７
２
）
関
西

早
本
和
佳
子（
１
２
８
０
７
）
山
陰

江
口
富
美
雄（
１
４
６
１
９
）
関
西

終
身
会
員

澤
登　

均　
（
６
３
０
１
）

藤
井
信
一
郎（
６
６
１
３
）　

山
陰

　

マ
ナ
ス
ル
遠
征
隊
（
１
９
５
３
年
〜

　

年
）
の
隊
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
山

５４田
二
郎
（
元
会
長
・
名
誉
会
員
）
氏
の

使
用
し
た
ピ
ッ
ケ
ル
１
本
が
、
本
人
の

ご
厚
意
に
よ
り
本
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ピ
ッ
ケ
ル
は
札
幌
門
田
製
で
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
部
分
に
ロ
ー
マ
字
で
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
と
彫
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
　

月　

日
、
資
料
映
像
委
員
会
で
受

１０

１９

け
入
れ
ま
し
た
。　　
　

（
資
料
映
像
委
員
会
・
石
橋
正
美
）

マ
ナ
ス
ル
遠
征
時
使
用
の

「
ピ
ッ
ケ
ル
」寄
贈
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FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション 

◆
第　

回
図
書
交
換
会

２７

図
書
委
員
会

　

本
年
は
過
去
最
高
の
約
６
０
０
冊
の

出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
山
岳
古
書
を
目

に
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
気
軽
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
（
出
品
目
録
は　

〜　
１４

１５

�
に
掲
載
）。

日
時　

３
月
６
日
�　

時
よ
り
購
入
申

１３

　
　
　

込
み
・
抽
選
を
開
始
（　

時
か

１２

　
　
　

ら
本
の
内
覧
が
で
き
ま
す
）。開

　
　
　

始
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
注

　
　
　

意
く
だ
さ
い
。

場
所　

山
岳
会
１
０
４
号
室

問
合　

三
好
ま
き
子
（
�
０
９
０
�
８

　
　
　

０
１
９
�
８
６
０
１　

�
３４４
m
m
@
m
be.nifty.com

）

◆
第
７
回
土
曜
懇
話
会

集
会
委
員
会
／
自
然
保
護
委
員
会
協
力

　

堂
本
暁
子
会
員
（
元
千
葉
県
知
事
、

評
議
員
）
に
、「
日
本
山
岳
会
と
の　

年
６０

　

山
に
遊
び
、
自
然
を
学
ぶ
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

e

日
時　

３
月
６
日
�　

時
よ
り

１５

場
所　

上
智
大
学
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
９

　
　
　

号
館
２
５
６
室

定
員　
　

名
５０

問
合　

清
登
緑
郎
（
�
０
３
�
５
９
０

　
　
　

５
�
２
８
６
２
）

�
rokurou.kiyoto@

grp.tm
nf.jp

） 

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
登
山
を
楽
し
く
す
る

科
学
Ⅱ
』
開
催　
　
　
　

科
学
委
員
会

内
容　

低
体
温
症
の
生
理
学
（
塩
田
純

　
　
　

一
）、
カ
ミ
ナ
リ
の
新
理
論
（
芳

　
　
　

野
赳
夫
）、
温
泉
の
自
然
学
（
福

　
　
　

岡
孝
昭
）、森
林
セ
ラ
ピ
ー
入
門

　
　
　
（
平
野
裕
也
）

日
時　

３
月　

日
�　

時
〜　

時　

分

２２

１３

１６

３０

会
場　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー　

地
下

　
　
　

２
階
講
堂
（
�
０
３
�
５
２
１

　
　
　

１
�
１
５
７
１　

Ｊ
Ｒ
飯
田
橋

　
　
　

駅
よ
り
徒
歩
７
分
）

定
員　

２
０
０
名
（
定
員
で
締
切
り
）

資
料
代　

５
０
０
円

申
込　

平
野
裕
也
（
�　
　

世
田
谷
区

１５７‐
００６６

e

　
　
　

成
城
４
�　

�
５
�
２
０
２

３３

　
　
　

�
０
３
�
３
４
８
４
�
８
９
６
８

�
jacforum

@３１
pc－ seijo.com

）

◆
第　

回
「
山
好
き
の
山
の
絵
展
」

１９
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

今
回
は
イ
べ
ン
ト
と
し
て
、
Ｂ
１
エ

メ
ラ
ル
ド
ル
ー
ム
に
お
い
て
女
性
会
員

有
志
に
よ
る
特
別
展
を
同
時
開
催
い
た

し
ま
す
。

会
期　

２
月　

日
�
〜　

日
�
（　

時

２１

２７

１０

　
　
　

〜　

時
、
た
だ
し
初
日
は　

時

１９

１２

　
　
　

か
ら
、
最
終
日
は　

時
ま
で
）

１７

会
場　

東
京
交
通
会
館
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ

　
　
　

ー
（
千
代
田
区
有
楽
町
２
�　
１０

　
　
　

�
１
�
０
３
�
３
２
１
５
�
７

　
　
　

９
６
２
）　

最
寄
り
駅
：
Ｊ
Ｒ

　
　
　

有
楽
町
駅
、
地
下
鉄
有
楽
町
線

　
　
　

有
楽
町
駅
Ａ
８
番
出
口
）

担
当　

田
辺
寿
、
深
川
安
明
、
木
村
泰

　
　
　

助　

＊
入
場
無
料

◆
「
紫
蘭
会
」
創
立　

周
年
記
念

３５

―
―　
人
と
自
然
と
の
出
会
い

　

女
性
だ
け
の
登
山
同
好
会
な
ら
で
は

の
講
演
（
小
倉
董
子
「
小
倉
董
子
の
山

歩
き
賛
歌
」）、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
コ
ー

ラ
ス
、
展
示
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

日
時　

２
月　

日
�
〜　

日
�

１０

１２

e

場
所　

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ー

　
　
　

ル
・
展
示
室
）

�
訂
正
と
お
詫
び

　
　

月
（
７
７
５
）
号
、　

�
１
段
５

１２

１５

行
目
か
ら
７
行
目
に
か
け
て
、「
三
校
」

が
「
三
高
」、「
今
西
錦
司
、
西
堀
栄
三

郎
ら
の
薬
師
岳
カ
ー
ル
の
踏
破
」が「
桑

原
武
夫
ら
の
白
山
・
尾
上
郷
川
遡
行
」

の
誤
り
で
し
た
。

　

と
も
に
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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山の博物館訪問 

日本山岳会会報　山　776号

２０１０年（平成２２年） １月２０日発行
発行所　社団法人日本山岳会
〒102－0081
東京都千代田区四番町5－4
サンビューハイツ四番町
TEL　東京（03）3261－4433
FAX　東京（03）3261－4441
発行者　日本山岳会会長　尾上　昇
編集人　神長幹雄
E-メール:jac-kaiho@jac.or.jp
印　刷　株式会社　双陽社

谷川岳山岳資料館 〒３７９―１７２８　群馬県利根郡みなかみ町湯檜曽湯吹山
� ＆�０２７８―７２―６４４６

――「アルピニズムと遭難の山の歴史」と「ヒマラヤ登山」――
　「谷川岳からヒマラヤへ」は谷川岳登攀パイオニアーの１人、高木正孝の一文
（『岳人』６０号）だが、大正末期に『山岳』第十六年三号（大正１２年５月刊）「奥
上州号」で上越山域が「アルプスに劣らぬ魅力ある山」と紹介された。その後、
昭和２年、慶応大学の大島亮吉が集中的に注いだ情熱が「近くてよい山なり」
（『登高行』７号）の報告となり、谷川岳隆盛の発端となる。１９３０（昭和５）年
小島隼太郎（烏水の息子）ら（青山学院大学）による一ノ倉沢の初登攀が成し
遂げられ、東北大学の小川登喜男やそれに続く渡辺兵力、高木等による東面の
岩場の華々しい初登攀の数々は魅力を証明し、上越線開通はその隆盛を決定的
なものとした。
　谷川岳を近くした上越線は登歩渓流会をはじめとする東京周辺の社会人山岳
会クライマーを惹きつけた。後の第２次RCCに代表される多くのクライマーを
育てたのも一ノ倉沢に代表される谷川岳の岩壁群であり、剱岳、穂高岳と並ぶ
日本の３大岩壁の１つと称される事になる。しかし、登山の隆盛は多くの遭難
をも惹起し「魔の山」を冠せられてしまう。
　これら多くの登山、特に登攀史上に関る貴重な資料を散逸させないように蒐
集・展示し、後世に伝えるべくみなかみ町に働きかけて開館したもの。温泉の
町、観光の町「みなかみ」は山岳観光の町でもある。水上温泉街には「みなか
み町山岳資料館」（０７年３月末開館）があるが、こちらは谷川岳全般と利根川源
流地域、尾瀬・藤原地区の資料と地元ゆかりの登山家の資料を展示し棲み分け
ている。群馬が生んだヒマラヤニスト・山田昇の業績を残す「山田昇ヒマラヤ
資料館」（９４年４月開館）は沼田市の生家のりんご園の一角にあるが、これら小規
模３館を「群馬の山岳資料館トライアングル」として連携、運営していきたい。

入 館 料　無料
開館時間　９：３０～１６：３０
休 館 日　木曜日
交通機関　電車：JR東日本、上越線「土
合駅」より徒歩１５分　バス：谷川岳ロー
プウェー「土合口駅」より徒歩２分
＊冬期間は閉館（１１月下旬から４月下旬
まで）

　図書受入報告（２００９年１２月）

角田公雄　 越えてきた山――私の１０１名山 ３２６p／２０cm 白山書房 ２００９ 著者寄贈
向一陽　 ヒマラヤ世界――５０００年の文明と壊れゆく自然（中公新書　�２０２６） ２９０p／１８cm 中央公論新社 ２００９ 出版社寄贈
一等三角点研究会（編） アルピニストとハイカーがまとめた一等三角点総覧 １５１p／２１cm 日本測量協会 ２００９ 発行者寄贈
土居次義　 水彩画家　木下藤次郎 ２７５p／２２cm 美術出版社 １９８１ 宮下啓三氏寄贈
和田嘉夫（編） 昔の富士登山 １００p／２６cm 和田嘉夫（私家版） ２００９ 著者寄贈
落合正治（編） 神奈川大学チョモランマ遠征登山隊２００９報告書　 ２４９p／３０cm 神奈川大学セブンサミッツ実行委員会 ２００９ 発行者寄贈
尾野益大（編） 剣の縁――NPO法人剣山クラブ創立５周年記念誌 １２７p／３０cm 剣山クラブ ２００９ 発行者寄贈
田淵武樹　 徳島　野生のラン １１５p／１９cm 剣山クラブ ２００９ 発行者寄贈
裾野市立富士山資料館（編） 富士山須山口登山道調査報告書――裾野市立富士山資料館資料集 １０１p／３０cm 裾野市立富士山資料館 ２００９ 発行者寄贈
水越武　 熱帯の氷河――水越武写真集 １９２p／２６×２４cm 山と溪谷社 ２００９ 出版社寄贈
国立公園管理公団（編） 韓国の国立公園――国立公園案内書 １６６p／３０cm 国立公園管理公団 ２００５ 李仁禎氏寄贈
Kenzo,　Okawa（ed.） The Goddess on the Mountains in Southwestern China　 １２４p／２９cm Sichuan Publishing G ２００６ 中村保氏寄贈
Chinese Mountaineering Association（ed.） Olympic Flame Shines atop Mt. Qomolangma ２３９p／２９cm People

,
s Sports Publishing House ２００８ 中村保氏寄贈

著　者 書　　　名 ページ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別

��
新
年
を
迎
え
て
、
早
い
も
の
で
も
う

３
週
間
ほ
ど
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
年
を
迎
え
ら
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
、
皆
さ
ん
に
楽
し
み
に

待
た
れ
る
よ
う
な
会
報
作
り
を
心
が
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
こ
こ　

数
年
ほ
ど
停
滞
気
味
だ
っ
た

１０

ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
世
界
で
、

最
近
、
若
い
登
山
家
た
ち
の
活
躍
が
目

に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
分
析
を
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
の
山
森

さ
ん
に
お
願
い
し
、
巻
頭
記
事
に
し
ま

し
た
。

�
尾
上
会
長
に
よ
る
年
頭
の
あ
い
さ
つ

は
、
日
本
の
登
山
界
全
体
の
問
題
点
を

提
起
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

厳
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
登
山
の
価

値
が
再
認
識
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
神
長
幹
雄
）

編
集
後
記 




